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Ⅰ．学校法人の概要 

 

１．基本情報 

法人の名称   学校法人国際武道大学 

法人の所在地  千葉県勝浦市新官８４１番地 

           電話番号 ０４７０－７３－４１１１ 

           FAX番号 ０４７０－７３－４１４８ 

           ホームページアドレス https://www.budo-u.ac.jp/ 

 

 

 

２．建学の理念・精神 

本学の理念は「伝統文化の価値を尊重し、武道の平和構想をあまねく普及して、国際友好親善を深

め、それによって世界平和を築く」という考えを基に「武道精神を基調とする人材の育成」を目的と

して設立した。 

この理念は松前重義博士の『建学訓』として、大学の精神的な基盤となっている。 

建学訓は、人生にとって最も根本的な課題「いかなる人生を生きるか」という問いに対して、希望

と勇気を「武道・スポーツ」の中に見出しながら、人格、体躯、友情を養い、磨き、培い、堂々たる

道を歩めと説き、学生・教職員の指針となっている。 
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３．沿革 

1979 年 12 月 

（財）日本武道館会長として、武道を通じた国際交流を熱心に推進した松前重義は、国際的に活

躍できる指導者の育成等の必要性を痛感し、国際武道大学の設立構想を提唱、（財）日本武道館常

任理事会において、千葉県勝浦市に国際武道大学の設置を決議 

1980 年 1 月 
勝浦市議会において、国際武道大学誘致のため 9 万 9,000 平方メートルの土地を無償提供するこ

とを全会一致で決議 

1981 年 4 月 （財）国際武道大学設立準備財団の設立認可 

1983 年 
1 月 国際武道大学新築工事起工式を挙行 

12 月 学校法人国際武道大学の設置認可 

1984 年 

4 月 国際武道大学の開学式及び第一期の入学式を挙行 

6 月 
4 号館（図書館・食堂棟）の増築工事及び 5 号館（教室・屋内プール・体育場・体操場）の新築

工事に伴う地鎮祭を挙行 

9 月 全天候型陸上競技場（第 3 種公認）及びテニスコート 2 面完成 

1985 年 
6 月 

4 号館の増築及び 5 号館が完成 

5 号館屋内プール開きを挙行 

10 月 勝浦市芳賀台に野球場が完成 

1986 年 9 月 （財）日本武道館の武道科学研究センターが大学敷地内に完成 

1987 年 
4 月 6 号館（講義棟）が完成 

8 月 7 号館（第 2 武道館）が完成 

1988 年 3 月 第１回卒業式を挙行 

1991 年 

3 月 8 号館（講義・研究棟）が完成 

9 月 松前達郎理事長（第 2 代）に就任 

10 月 創立者松前重義博士の銅像を建立 

1993 年 10 月 創立 10 周年記念式典及び祝賀会を挙行（於：勝浦） 

1994 年 
4 月 別科（武道専修課程）を設置 

9 月 松前記念国際交流会館が完成 

1995 年 

6 月 （財）日本武道館より武道科学研究センターを受贈 

10 月 附属武道・スポーツ科学研究所を開設 

12 月 大学院武道・スポーツ研究科の設置が文部大臣より認可される。 

1996 年 
4 月 大学院武道・スポーツ研究科を開設 

11 月 野球場に雨天練習場が完成 

1997 年 4 月 峯山研修所を開設 

2001 年 4 月 スポーツトレーナー学科、国際スポーツ文化学科を開設 

2003 年 

8 月 オーストリア・ウィーンの松前武道センター内に国際武道大学ヨーロッパ事務所を開設 

9 月 野球場管理棟が完成 

10 月 
創立 20 周年記念式典及び祝賀会を挙行（於：勝浦） 

創立 20 周年記念祝賀会を挙行（於：東京） 

2004 年 10 月 サッカー場（JFA 公認）が完成 

2007 年 4 月 20 周年記念 9 号館（講義・研究棟・トレーニングルーム）が完成 

2008 年 9 月 人工芝ラグビー場が完成 

2013 年 

4 月 武道学科（6 コース）及び体育学科（8 コース）の 2 学科体制へ改組 

10 月 
創立 30 周年記念式典及び祝賀会を挙行 

松前達郎記念球場・屋内野球練習場が完成 

2017 年 10 月 国際スポーツ文化学科廃止 

2018 年 5 月 
松前義昭理事長（第 3 代）に就任 

スポーツトレーナー学科廃止 
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４．設置する学校・学部・学科等（2021 年 5 月 1 日現在） 

 

学 校 名  国際武道大学 

大学所在地  千葉県勝浦市新官８４１番地 

名  称 開設年度 学長 

国際武道大学 

大 学 院 武道・スポーツ研究科 1996 年度 

髙見令英 体育学部 

武道学科 1984 年度 

体育学科 1984 年度 

別  科 武道専修課程 1994 年度 

 

 

５．学部・学科等の学生数の状況（2021 年 5 月 1 日現在） 

（  ）内は女子学生内数 

 学科等 入学定員 入学者数 収容定員 在籍者数 

大 学 院 武道・スポーツ研究科 10  4（  2） 20  7（  2） 

体育学部 

武道学科 80  92（ 22） 320  381（ 86） 

体育学科 360  312（ 48） 1,440  1,273（193） 

体育学部 計 440  404（ 70） 1,760  1,654（279） 

別 科 武道専修課程 20  2（  2） 20  2（  2） 

 合  計 470  410（ 74） 1,800  1,663（283） 

 

 

６．収容定員充足率（2021 年 5 月 1 日現在） 

 学科等 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 

大 学 院 武道・スポーツ研究科 0.70 0.60 0.45 0.25 0.35 

体育学部 

武道学科 1.05 1.05 1.09 1.18 1.19 

体育学科 0.97 0.93 0.91 0.90 0.88 

体育学部 計 0.98 0.95 0.94 0.95 0.94 

別  科 武道専修課程 0.55 0.80 0.50 0.30 0.10 
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７．役員及び評議員の概要（2021 年 5 月 27 日現在） 

（１）理事・監事の構成

定 数 現 員 任 期 備  考 

理 事 10～15 人 13 人 
4 年 

（1 号及び 2 号理事は除く） 

監 事 2 人 2 人 4 年 

（２）寄附行為選任条文（理事、監事）

(役員)

第5条 この法人に、次の役員を置く。 

一 理事 10人以上15人以内 

二 監事 2人 

2 理事のうち1人を理事長とし、1人又は2人を副理事長とすることができ、理事総数の過半数

の議決により選任する。理事長又は副理事長の職を解任するときも、同様とする。 

3 理事(理事長及び副理事長を除く。) のうち若干人を常務理事とし、理事総数の過半数の議決

により選任する。常務理事の職を解任するときも、同様とする。 

(理事の選任) 

第6条 理事は、次の各号に掲げる者とする。 

一 学長 

二 副学長 

三 評議員のうちから評議員会において選任した者 3人以上 

四 学識経験者のうちから理事会において選任した者 5人以上 

2 前項第1号及び第2号の理事がその職を退いたとき、又は第3号の理事が評議員の職を退いた

ときは、理事の職を失うものとする。 

3 第1項第2号に該当する者がいない場合、第1項第2号の規定は適用せず、同項第3号中「3人以

上」とあるのを「4人以上」とする。 

(監事の選任) 

第7条 監事は、この法人の理事、職員(学長、副学長、教員、その他の職員を含む。以下同じ。)、

評議員又は役員の配偶者若しくは三親等以内の親族以外の者であって理事会において選出した

候補者のうちから、評議員会の同意を得て、理事長が選任する。 

2 前項の選任に当たっては、監事の独立性を確保し、かつ、利益相反を適切に防止することが

できる者を選任するものとする。 

(役員の任期) 

第8条 役員(第6条第1項第1号及び第2号に掲げる理事を除く。以下この条において同じ。)の任

期は、4年とする。ただし、補欠の役員の任期は、前任者の残任期間とすることができる。 

2 役員は、再任されることができる。 

3 役員は、任期満了の後でも、後任の役員が選任されるまでは、なお、その職務（理事長にあ

っては、その職務を含む。）を行う。 
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（３）理事・監事名簿 

［理事定数 10 人以上 ～ 15 人以内］ ［監事定数 2 人］ 

［理事現員 13 人］          ［監事現員 2 人］ 

区 分 氏 名 選任条項 常勤/非常勤 就任年月日 主な現職等 

理事長 松前 義昭 6－1－3 非常勤 令和 2 年 4 月 1 日 学校法人東海大学 理事長・副総長 

副理事長 尾郷 良幸 6－1－3 非常勤 令和 2 年 4 月 1 日 学校法人東海大学 評議員 

常務理事 髙見 令英 6－1－1 常勤 令和 2 年 4 月 1 日 国際武道大学 学長 

常務理事 松井完太郎 6－1－2 常勤 令和 2 年 4 月 1 日 国際武道大学 副学長・体育学部長 

常務理事 岩井 美樹 6－1－3 常勤 令和 2 年 4 月 1 日 国際武道大学 教授 

理事 青木 勝彦 6－1－4 非常勤 令和 2 年 4 月 1 日  

理事 直井 三郎 6－1－4 非常勤 令和 2 年 4 月 1 日  

理事 平山 正剛 6－1－3 非常勤 令和 2 年 4 月 1 日 
弁護士 

学校法人東海大学 評議員 

理事 蒔田  実 6－1－4 非常勤 令和 2 年 4 月 1 日 公益財団法人全日本剣道連盟 常任理事 

理事 松前 光紀 6－1－4 非常勤 令和 2 年 4 月 1 日 
学校法人東海大学 評議員 

東海大学医学部 教授 

理事 森  英介 6－1－4 非常勤 令和 2 年 4 月 1 日 衆議院議員 

理事 山下 泰裕 6－1－4 非常勤 令和 2 年 4 月 1 日 
学校法人東海大学 理事 

東海大学 副学長 

理事 𠮷川 英夫 6－1－4 非常勤 令和 3年 3月 23日 公益財団法人日本武道館 理事・事務局長 

      

監事 笠巻 孝嗣 7－1 非常勤 令和 2 年 4 月 1 日 弁護士 

監事 中村 敏之 7－1 非常勤 令和 2 年 4 月 1 日  

 

 

（４）責任限定契約及び役員賠償責任保険 

本法人と非業務執行理事等の間において、改正私立学校法第 40 条の 5 で準用する一般社団法人及び一般

財団法人に関する法律第 118 条の 2・第 118 条の 3 において定められている責任限定契約を締結してい

る。また、当該契約に基づき賠償責任保険に加入している。 

 

 

  寄附行為における規定条文 

(責任限定契約) 

第 49 条 理事(理事長、副理事長、常務理事、業務を執行したその他の理事又はこの法人の職員でない

ものに限る。) 又は監事(以下この条において「非業務執行理事等」という。) が任務を怠ったことによっ

て生じた損害についてこの法人に対し賠償する責任は、当該非業務執行理事等が職務を行うにつき善意で

かつ重大な過失がないときは、金 10 万円以上であらかじめ定めた額と私立学校法において準用する一般社

団法人及び一般財団法人に関する法律の規定に基づく最低責任限度額とのいずれか高い額を限度とする旨

の契約を非業務執行理事等と締結することができる。 
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（５）評議員の構成 

区 分 定 数 現 員 任 期 備  考 

第 1 号評議員 5 人～   7 人    2 年 理事兼任 3 人 

第 2 号評議員 5 人～   7 人    2 年  

第 3 号評議員 11 人～   15 人    2 年 理事兼任 5 人 

 

 

（６）寄附行為選任条文（評議員） 

(評議員会) 

第21条 この法人に、評議員会を置く。 

2 評議員会は、21人以上31人以内の評議員をもって組織する。 

 

(評議員の選任) 

第25条 評議員は、次の各号に掲げる者とする。 

一 この法人の教職員で理事会において推薦された者のうちから、評議員会において選任した

者 5人以上 

二 この法人の設置する学校を卒業した者で年齢25歳以上の者のうちから、理事会において選

任した者 5人以上 

三 学識経験者のうちから、理事会において選任した者 11人以上 

2 前項第1号に規定する評議員は、この法人の教職員の地位を退いたときは評議員の職を失うも

のとする。 

 

(任期) 

第26条 評議員の任期は、2年とする。ただし、補欠の評議員の任期は、前任者の残任期間とする

ことができる。 

2 評議員は、再任されることができる。 
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（７）評議員名簿 

[評議員定数 21 人以上～31 人以内]     [評議員現員 29 人] 

区 分 氏 名 就任年月日 主な現職等 備 考 

第一号 

髙見 令英 令和 2 年 4 月 1 日 国際武道大学 学長 理事兼任 

松井完太郎 令和 2 年 4 月 1 日 国際武道大学 副学長 理事兼任 

田中  守 令和 2 年 4 月 1 日 国際武道大学 教授  

丸橋 利夫 令和 2 年 4 月 1 日 国際武道大学 教授  

岩井 美樹 令和 2 年 4 月 1 日 国際武道大学 教授 理事兼任 

清野 義弘 令和 2 年 4 月 1 日 国際武道大学 事務局長  

野村 一也 令和 2 年 4 月 1 日 国際武道大学 学長室長  

     

第二号 

秋場 信広 令和 2 年 4 月 1 日 富士ゼロックス株式会社  

阿部 雅人 令和 2 年 4 月 1 日 大成建設株式会社  

石原 達朗 令和 2 年 4 月 1 日 国際武道大学 職員  

岩切 公治 令和 2 年 4 月 1 日 国際武道大学 教授  

清宮 正喜 令和 2 年 4 月 1 日 公益財団法人日本武道館  

髙坂 正治 令和 2 年 4 月 1 日 国際武道大学 准教授  

深谷 典昭 令和 2 年 4 月 1 日 株式会社インパクトデザインプラス 代表取締役  

     

第三号 

網代 忠宏 令和 2 年 4 月 1 日 公益財団法人全日本剣道連盟 副会長  

植芝 守央 令和 2 年 4 月 1 日 公益財団法人合気会 理事長  

小野 恭子 令和 2 年 4 月 1 日 公益財団法人全日本なぎなた連盟  

片山幸太郎 令和 2 年 4 月 1 日 公益社団法人全日本銃剣道連盟  

川島 一浩 令和 2 年 4 月 1 日 一般財団法人少林寺拳法連盟 会長  

栗原 茂夫 令和 2 年 4 月 1 日 公益財団法人全日本空手道連盟 副会長  

田中 英壽 令和 2 年 4 月 1 日 
公益財団法人日本相撲連盟 副会長 

学校法人日本大学 理事長 
 

中里 壮也 令和 2 年 4 月 1 日 公益財団法人全日本柔道連盟 専務理事  

増田規一郎 令和 2 年 4 月 1 日 公益財団法人全日本弓道連盟 会長  

松前 達郎 令和 2 年 4 月 1 日 学校法人東海大学 総長  

尾郷 良幸 令和 2 年 4 月 1 日 学校法人国際武道大学 副理事長 理事兼任 

平山 正剛 令和 2 年 4 月 1 日 弁護士 理事兼任 

松前 義昭 令和 2 年 4 月 1 日 学校法人国際武道大学 理事長 理事兼任 

森  英介 令和 2 年 4 月 1 日 衆議院議員 理事兼任 

𠮷川 英夫 令和 3 年 3 月 23 日 公益財団法人日本武道館 理事・事務局長 理事兼任 
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８．教職員の概要 

   教員数（本務者）   （2021 年 5 月 1 日現在） 

区 分 教 授 准教授 助 教 助 手 合 計 

武道学科 9  3  6  2  20  

体育学科 20  5  13    38  

別  科   1      1  

計 29  9  19  2  59  

※ 特任教員（教授 2 名、准教授 4、助教 7）含む 

 

   教員数（兼務者）   （2021 年 5 月 1 日現在） 

区 分 人 数 

教員からの兼務 7  

教員以外からの兼務 40  

計 47  

 

 

   専任教員年齢構成表   （2021 年 5 月 1 日現在） 

 教 授 准教授 助 教 助 手 特任教員 別科教員 合 計 

66 歳～70 歳     2  2 

61 歳～65 歳 8  1  1  10 

56 歳～60 歳 9  1  1 1 12 

51 歳～55 歳 5 2 2  1  10 

46 歳～50 歳 2    1  3 

41 歳～45 歳 2 3 1  1  7 

36 歳～40 歳 1  2  1  4 

31 歳～35 歳   2 1 3  6 

26 歳～30 歳   3  1  4 

22 歳～25 歳    1   1 

計 27 5 12 2 12 1 59 

 

 

   職員数   （2021 年 5 月 1 日現在） 

区 分 人 数 

職員 44  

専門嘱託 16  

派遣事務職員 4  

非常勤職員 1  

計 65  
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９．校地・校舎面積  

2021 年 5 月 1 日現在（令和 3 年度学校基本調査） 

学校土地の用途別面積（職員宿舎を除く） 

校舎・講堂・ 
体育施設敷地 

屋外運動場敷地 寄宿舎施設 その他 計 

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 

45,949 118,504 10,371 2,507 177,331 

 

 

学校建物の用途別面積（延面積）（職員宿舎を除く） 

校          舎 

講義室・演習室 実験室・実習室 研究室 図書館 管理関係・その他 

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 

4,220 2,704 1,326 866 18,545 

体育施設 寄宿舎 その他 計 
学校建物の用途別面積のうち

厚生補導施設（再掲） 

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 

12,594 1,979 609 42,843 1,956 

 

 

職員宿舎の土地面積 
（学校土地の用途別面積以外の土地面積） 

職員宿舎の建物面積 
（学校建物の用途別面積以外の建物面積） 

㎡ ㎡ 

2,211 3,434 
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10．組織図 
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Ⅱ．事業の概要 

１．主な教育・研究の概要 

（１）学部 ３つのポリシー 

 

  卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー） 

   体育学部は、幅広い教養と専門的知識を修得し、種々の事象に柔軟に対応できる能力を発揮するとと

もに、武道、体育及びスポーツを通じて社会を豊かにすることができる人材を養成します。この課程を

修了し、以下の知識・能力を有すると認められる者に卒業を認定し学位を授与します。 

 

    １．国際社会・地域社会の発展に寄与することができる。 

 

    ２．武道、体育及びスポーツに関する様々な課題に対し、幅広い教養と国際的感覚を持ち、主体的
に判断し対応することができる。 

 

    ３．武道、体育及びスポーツに関する専門知識を修得し、体育学における諸事象を論理的・実践的
に表現できる。 

 

    ４．コミュニケーション能力、リーダーシップ、チャレンジ精神を身につけ、社会を豊かにするた
めの適切な行動ができる。 

 

    ５．新たな課題を解決する論理的思考力を持ち、他者と協力・協調し、社会を豊かにしようとする
意欲と行動力を身につけている。 

 

 

  教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 

   国際的な感覚と高い教養並びに武道、体育及びスポーツの専門的な知識と技能を修得するため、以下

の方針に基づきカリキュラムを編成し実施します。 

 

    １．建学の精神を理解するための基幹科目を設置し、国際社会・地域社会の一員として必要な倫理
的・社会的能力、創造力及び判断力等を涵養します。毎回の授業後に課すレポートにより評価
します。 

 

    ２．学生の主体的・能動的な学修を促すため、学びながら自分の専門性を選択していく「学びなが
ら選ぶ」カリキュラムを編成します。自らが学修計画を立て、主体的な学びを実践できるよう
初年次教育科目を充実させるとともに、専門性を深めるための体系的なカリキュラムを編成し
ます。学生は、学修達成度自己評価システム（ポートフォリオシステム）を活用し、常に「現
状の確認」と「振り返り」を行うことにより、適切な履修科目を選択し専門性を高めていきま
す。学修により身についた能力は、レーダーチャートにより可視化し評価します。 

 

    ３．体育大学が社会とどのように結びついているのかという命題を、武道、体育及びスポーツを通
した視点をもって学修するため「大学教育と社会との連携」に重点を置いた教育プログラムを
設置します。そのプログラムでは、実社会との連携を強化したカリキュラムを編成しこれから
の社会で必要な物事を自分で考え直し、問題の本質を見極め、既存の枠組みにとらわれず自由
に発想し、他者と連携し問題解決を図る力を涵養します。授業で取り上げるテーマも社会との
連携を徹底し、多様な評価方法を取り入れ多角的に評価します。 

 

    ４．武道、体育及びスポーツの専門性及び実践力を高めるため、実習や演習等を多用した教育プロ
グラムの充実を図るとともに、より主体的な学修に向けて、すべての学生に演習Ⅰ、演習Ⅱ及
び卒業研究を課すことで専門性を評価します。 
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  入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

   国際武道大学の建学の精神を理解し、武道、体育及びスポーツを通して自立した人間形成を目指すと

ともに、体育学の分野で学んだことを活かし、社会を豊かにしようとする意欲に満ちた者 

 

  【武道学科及び体育学科の求める学生像】 

    １．武道、体育及びスポーツに取り組んだ経験を活かし、主体的に武道、体育及びスポーツの知

識・技能の向上に取り組んできた者 

 

    ２．武道、体育及びスポーツに関する専門的な学習経験を基軸とした思考力・判断力を活かし、社

会で活躍しようとする意欲に満ちた者 

 

    ３．既成の事実や価値観にとらわれることなく広い視野を持ち、自ら課題を見出し、武道、体育及

びスポーツを探究しようとする意欲に満ちた者 

 

  【大学入学までに履修しておくことが望ましい教科・科目等】 

    体育学は、文系・理系の枠を超えた複合的な学問です。したがって、すべての教科において基礎的

な学習をしておくことが、発展的な理解を深めることにつながります。 

 

  【入学者選抜の基本方針】 

   １．総合型選抜 

     本学に強い関心を持ち、武道、体育及びスポーツに関する探究心と体育学の分野で学んだことを

活かし、社会を豊かにしようとする意欲を持つ者を受け入れるために実施する。高等学校における

活動内容や将来計画に関する自己紹介書、調査書に加え、面接試験では進学意識、就学力、期待

度、将来計画及び総合評価を審査する。さらにプレゼンテーションでは、主体的な学びに向かう力

を、思考力、判断力、表現力を通じて総合評価し、これらの合計得点により選考する。 

 

   ２．学校推薦型選抜（指定校） 

     本学が指定する高等学校において、学習成績及び人物ともに優れており、運動能力、武道、体育

及びスポーツに関する深い理解、スポーツボランティア・スポーツ関連の地域活動実績などを持つ

者を高等学校長の推薦により受け入れるために実施する。調査書、推薦書、自己紹介書及び面接試

験の評価結果、さらにプレゼンテーションでは、主体的な学びに向かう力を、思考力、判断力、表

現力を通じて総合評価し、これらの合計得点により選考する。 

 

   ３．学校推薦型選抜 

     本学に強い関心を持ち、明確な目的意識を持って学修に取り組む姿勢があり、優秀な競技成績・

学習成績、武道、体育及びスポーツに関する深い理解、スポーツボランティア・スポーツ関連の地

域活動実績、武道、体育及びスポーツに関する高い能力等を持つ者を高等学校長の推薦により受け

入れるために実施する。調査書、推薦書、自己紹介書及び面接試験の評価結果、さらにプレゼンテ

ーションでは、主体的な学びに向かう力を、思考力、判断力、表現力を通じて総合評価し、これら

の合計得点により選考する。 
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   ４．一般選抜 

     本学での学修に対応できる学力水準と武道、体育及びスポーツに関する能力等を持つ者を受け入

れるために実施する。「筆記＋実技型」では、大学入学共通テストの外国語のうち「英語」を必須

とし、そのほかの受験科目のうち最高得点の１科目、及び本学で実施する実技試験（選択）の合計

得点と調査書、武道・スポーツ調書の評価結果により総合的に選考する。「小論文＋実技型」で

は、小論文と実技試験（選択）の合計得点と調査書、武道・スポーツ調書の評価結果により総合的

に選考する。 

 

   ５．大学入学共通テスト利用選抜 

     本学での学修に対応できる学力水準を持つ者を受け入れるために実施する。大学入学共通テスト

の受験科目のうち高得点の２科目の合計得点により選考する。 

 

     上記の他、国際社会及び地域社会の様々な分野において積極的に活躍することができる、多様な

能力を持った者を受け入れるため「外国人留学生選抜」「帰国者選抜」「社会人選抜」を実施する。 

 

 

学力の３要素に対応した評価の観点 

学力等 

項目 
基礎学力 

（知識・技能） 
思考力 判断力 表現力 

主体性 
(多様性・協働性) 

調 査 書 ●    ● 

自己紹介書  ● ● ● ● 

推 薦 書  ● ● ● ● 

武道・スポーツ調書    ●  

面   接 ● ● ● ● ● 

プレゼンテーション ● ● ● ● ● 

実   技 ● ● ● ●  

大学入学共通テスト ● ● ● ●  

小 論 文 ● ● ● ●  
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（２）大学院 ３つのポリシー 

 

  修了の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー） 

   武道・スポーツ研究科は、武道、体育及びスポーツの分野において、高度な専門的知識や実践能力を

有し、優れた研究・開発能力を身につけ、豊かな創造性を発揮することができる専門職業人を養成しま

す。この課程を修了し、以下の知識・能力を有すると認められる者に修了を認定し学位を授与します。 

 

   １．国際社会・地域社会の発展に寄与することができる。 

 

   ２．武道、体育及びスポーツにおける高度で専門的な学術の理論及び応用力を有している。 

 

   ３．コミュニケーション能力、リーダーシップ、チャレンジ精神を持ち、広く社会に寄与することが

できる。 

 

   ４．専門分野で修得した知識や技能に基づき、科学的・学問的な視点から事象を捉え、新たな課題を

発見・解決し、未来に向かって創造的知見を発信できる能力を有している。 

 

 

  教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 

   武道、体育及びスポーツの分野において、高度な専門的知識を形成する能力を養い、種々の事象に柔

軟に対応できる実践的能力を発揮することにより、社会を豊かにすることができる人材を育成するため

以下の教育課程の編成・実施方針に基づきカリキュラムを編成し実施します。 

 

   １．基幹科目を設置し、国際社会・地域社会の一員として、倫理的・社会的能力、創造力及び判断力

等を養うための知識、経験を育みます。 

 

   ２．総合的・学際的視点とともに高度で専門的な知識を持った、知識基盤社会を支える知的な素養の

ある人材を育成するため、武道、体育及びスポーツに関する専門領域を適切に区分し体系化を図

るとともに、領域を横断的に学修できるカリキュラムを構築します。 

 

   ３．国内外の多様な社会の要請に的確に応えるための高度な専門職業人養成の視点から、実践的応用

力を身につけさせるカリキュラムを構築します。 

 

   ４．自らの設定した研究テーマについて、指導教員のもとで研究指導を受け、学位論文を作成する 

ために「特別研究」を配置します。 

 

   ５．高い専門性とともに幅広い視野を備え、専門分野の枠にとらわれない独創性・創造性を持った人

材を養成する観点から、複数の教員が論文作成等の研究指導を行う指導体制を構築します。 
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  入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

   武道、体育及びスポーツの分野で学修した高度な専門性を活かして、社会に貢献しようとする意欲に

満ちた者 

 

  【武道・スポーツ研究科の求める学生像】 

   １．武道、体育及びスポーツの理論と実践を通じ、より高度な専門知識や技能を修得しようとする者 

 

   ２．武道、体育及びスポーツに関する諸概念について、文化、歴史、健康、教育などの様々な側面か

ら探究し、武道・スポーツの普及・発展に寄与していく意欲と能力を持つ者 

 

   ３．国際的な視野と感覚を持ち、健康・スポーツ科学に関する高い専門知識を活かし、人々の健康・

体力の保持増進を推進し、社会を豊かにしようとする意欲と能力を有する者 

 

   ４．武道、体育及びスポーツに関する高度な知識や技能、論理的思考力を有し、武道、体育及びスポ

ーツの指導・教育に国内外を問わず貢献しようとする意欲と能力を有する者 

 

  【入学者選抜の基本方針】 

   １．一般入試 

     大学院で専門教育を学ぶ者としての基礎学力を身につけており、総合的な知識・判断力を備え、

意欲的な学修態度を持つ者を対象とした入試制度。学力試験として英語と専門科目を課し、あわせ

て専門分野及び将来の研究テーマに関する口述試験を実施し総合的に判定する。 

 

   ２．社会人入試 

     高度専門職業人や研究者を目指して向学心に燃える社会人で、明確な目的意識と学修意欲を持つ

者を対象とした入試制度。英語又は小論文の他、専門科目及び口述試験を課し、基礎学力、論理的

思考能力及び問題解決能力等を総合的に判定する。 

 

   ３．外国人留学生入試 

     日本の武道・スポーツ文化を理解し、高度専門職業人や研究者を目指して明確な目的意識と学修

意欲を持つ外国人留学生を対象とした入試制度。専門科目及び口述試験を課し、基礎学力、論理的

思考能力及び問題解決能力等を総合的に判定する。 
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２．主な事業の目的・計画及びその進捗状況 

（１）将来構想について 

  将来構想検討会議 

2021 年度は将来構想検討会の下に設置している「IBU 未来創造委員会」の作業部会である「未来

の IBU 検討部会」「未来の組織・機構検討部会」において、大学院及び学部のあり方について中期的

展望を開くための検討作業を進めるべく、必要となる情報収集・整理を行った。 

 

【中長期計画】 

ア．武道学科、体育学科におけるカリキュラムの抜本的見直し 

イ．体育学科における既存コースの見直し 

ウ．武道学科から武道学部への改組の可能性と持続性の検討 

エ．在籍学生における男女比率の改善 

オ．外国人留学生比率の引き上げ 

カ．パラスポーツ競技者・指導者の育成に関わる人材育成のあり方について検討 

キ．幼児教育から後期中等教育までの一貫した指導者の養成 

ク．海外拠点の整備・拡大・強化 

ケ．スポーツ・学術交流協定締結校との交流推進 

 

（２）大学院教育について 

2020 年度に引き続き、コロナ禍の状況を鑑み大学院科目についても基本的にはオンライン形式で

実施できるよう対応を行った。ただし、大学院科目については、研究や実習を進めていくうえで対面

での実施が望ましいこと、少人数での授業であることなどを考慮し、感染状況を注視しながら感染予

防対策を講じた上で一部対面でも実施した。また、スポーツ医学特講（運動器系）については、感染

状況を踏まえ前期から後期へ開講を変更することで、学生の履修機会を奪うことがないように柔軟に

対応した。 

 

（３）教育支援に関する取り組みついて 

① カリキュラムについて（体育学部） 

2021 年度においては、2022 年度カリキュラム導入に向け、適正な学修時間確保のための CAP 制

の運用を見直し、体育実技における履修方法変更や科目の整理を行った。また、学内にて運用してい

る「達成度自己評価システム」からの抽出データを基に作成し、更なる精度向上・活用方法等につい

て、より具体的な方策の検討を進めた。 

 

② ＷＥＢ学習支援システムについて 

2019 年度より導入した新教務システム（シラバスシステム、履修システム）の運用 3 年目を迎

え、細かな調整を適宜施し、年間を通してスムーズな管理・運用に努めた。また、履修申告期間に履

修調整日を設け、各種資格取得に必要な科目の履修状況や卒業要件を満たすよう履修ができているか

等の点検を行い、コロナ禍においてもスムーズに学期がスタートできるよう幅広く履修指導を行っ

た。 
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【オンライン授業への対応について】 

2020 年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響によりオリエンテーションをオンライ

ンで実施した。履修方法・オンライン授業での注意等の動画を見直し、学生の理解が進むよう工夫

し作成・配信した。授業においても授業形態並びに評価方法をオンラインに応じた取り扱いを促し

た。 

 

③ 教職課程に関する取り組みについて 

【教職新課程】 

2021 年度においては、新型コロナウイルス感染症の影響により履修指導をはじめ、教職課程にお

ける学生指導等すべてオンラインにて対応した。 

前期には、学年別教職オリエンテーションをオンデマンド（YouTube 動画配信）により開催し、

後期では、学年別オリエンテーションのオンデマンド動画内において、教職課程に係る履修説明等

を行った。また、年度末の教職オリエンテーションでは、「教育実習」及び「介護等体験」の履修に

関する説明・指導動画を配信し、学生が繰り返し確認することが出来る体制を整えた。 

 

【教育実習・介護等体験の代替対応支援】 

文部科学省より通知のあった、教育実習及び介護等体験に関する代替措置について、緊急的に手

配することとなった。学外の教育機関の全面的な協力により、代替措置が必要となった学生全員へ

対応した。 

 

【教員採用試験合格者及び教員免許状一括申請授与者】 

2021 年度の教員採用試験合格者は 27 名であった。なお、2021 年度末における教員免許状一括

申請授与者数は、次のとおりである。 

〔高等学校〕専修免許状：2 名、一種免許状：153 名（学部生 149 名、科目等履修生 4 名） 

〔中 学 校〕専修免許状：2 名、一種免許状：142 名（学部生 138 名、科目等履修生 4 名） 

〔小 学 校〕二種免許状：4 名 

 

【教員免許状更新講習】 

2021 年度においては、「必修」「選択必修」「選択（救急処置）」の 3 領域をオンライン形式で開催

した。対面形式での開催を予定していた「選択（武道）」領域については、新型コロナウイルス感染

症拡大防止の観点から開催を中止した。 

 

【教職連携協力校連絡協議会】 

2021 年度においては、オンライン会議システム（Zoom）による開催を予定していたが、参加校

が僅少のため開催を中止した。 

 

【教職塾（教員採用試験対策特別講座）】 

2021 年度においては、1～3 年次生を対象とした「教員採用試験対策講座」のガイダンス動画（時

事通信出版局作成）を 10 月中旬に Melly を用いて配信した。 
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【小学校教諭二種免許状取得プログラム】 

2021 度の小学校教諭二種免許状の取得者数は 4 人であった（2020 年度の取得者数は 2 人）。 

なお、2021 年度度における新規及び継続申請者数は、15 名（2 年生：5 名、3 年生：3 名、4 年

生：7 名）であり、前年度からの辞退者数は 6 名（3 年：1 名、4 年：5 名）であった。 

 

④ 別科武道専修課程について 

【別科修了後の進路指導】 

別科生へは、本学の学部又は大学院への進学を推奨しており、一人ひとりと面談を行う中で、積

極的な説明を行った。また、進学だけでなく日本国内への就職に関する支援を行うため、学生支援

センターと連携し、留学生就職相談の担当職員を置き相談対応・情報提供を行った。 

 

【地域との交流について】 

例年、地域との交流会や季節の行事等へ積極的に参加し、様々な刺激を受ける中で日本文化への

理解を図っている。2021 年度においては、新型コロナウイルス感染症の影響により相次いで諸行事

が中止となったが、いすみ市立浪花小学校とのリモート交流会のみ実施できた。また、勝浦市認定

こども園のクリスマス会のみ対面にて実施され、感染症対策を施したうえで、本学別科生及び学部

留学生がサンタクロースに扮し、子どもたちとの交流を行った。 

 

【別科９月入学制度の検討について】 

2021 年度においては、2020 年度に引き続き、2025 年度別科カリキュラムの検討に併せた外国人

留学生の入学時期（9 月入学）とともに、別科生の 9 月入学制度の導入検討作業を進めた。 

 

⑤ 各種資格の取得について 

2021 年度における資格取得状況は次のとおりである。 

資 格 名 2021 年度 2020 年度 2019 年度 備 考 

小学校教諭二種免許状 4 2 0  

中学校教諭一種免許状 （保健体育） 138 136 102  

高等学校教諭一種免許状（保健体育） 149 130 116  

中学校教諭専修免許状 （保健体育） 2 1 3  

高等学校教諭専修免許状（保健体育） 2 1 3  

スポーツリーダー 36 2 47  

共通Ⅰ・Ⅱ 0 0 2  

共通Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 36 30 41  

アスレティックトレーナー 0 0 0  

JPSU スポーツトレーナー 1 8 10  

JATI 認定トレーニング指導者 6 7 1  

健康運動実践指導者 1 3 7  

健康運動指導士 1 2 1  

GFI(ｸﾞﾙｰﾌﾟｴｸｻｻｲｽﾞﾌｨｯﾄﾈｽｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ) 0 0 1  

レクリエーション・コーディネーター 0 1 1  

レクリエーション・インストラクター 1 2 9  

スポーツ・レクリエーション指導者 0 3 6  

キャンプインストラクター 3 1 5  

キャンプディレクター 2 級 0 1 0  
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⑥ 様々な特性を有する学生の教育支援について 

【学生相談の実施】 

2021 年度も年間を通して専任相談員（臨床心理士 1 人）、兼任相談員（本学教員 4 人）による学

生相談を実施した。専任相談員による相談は、感染症対策の一環として対面相談とオンライン相談

を併行して実施した。 

専任相談員による相談は、週 1 回（毎週火曜日：12：30～17：20）実施し、年間の来談者数は延

べ 145 名であった。（2020 年度は 46 名） 

兼任相談員による相談は、原則として月曜日～金曜日の 9：00～18：00 に実施した。（土曜日、

日曜日、その他の休日及び月曜日～金曜日の時間外については予約相談のみ）。 

 

【学生相談室広報活動】 

2021 年度においては、学内ポータルサイトの掲示板を通して、学生及び教職員へ毎月の学生相談

日程や学生相談室の活動もについて情報発信した。2020 年度に引き続き、学生相談室の利用案内を

示したリーフレットについては、オリエンテーションのオンライン実施及び後援会支部総会の開催

中止のため、配付は行わなかった。 

 

【学生相談室研修活動】 

学生相談に係る知識・技能について理解を深めるべく「全国学生相談研修会」へ教職員を派遣し、

学生対応の質向上を図っている。2021 年度においては、Zoom によりオンライン開催となった「第

59 回全国学生相談研修会」へ教職員 1 が参加した。 

 

 

（４）FD・SD に関する取り組みについて 

① 授業評価について 

2021 年度においても、IBU ポータルサイトを用いた「学生による授業評価アンケート（前・後期各 1

回）を実施した。学生からの自由記述欄への回答を取りまとめ、科目担当教員へフィードバックし「学

生の回答を受けた見解」及び「今後の改善方策」についてアンケート調査を実施し、科目担当教員及び

FD 部会における PDCA サイクルチェックを行い、更なる授業・教育内容改善に取り組んだ。 

 

②「学習成果等アンケート」の実施について 

「学生による授業評価アンケート（前期１回・後期１回）」、「国際武道大学卒業時アンケート（４年

次生のみ）」、「学習成果等アンケート（ＦＤネットワークつばさ連携）」を実施した。実施後、ＦＤ部

会及び教授会にて報告し、大学ホームページへ公開した。 

 

③ FD・SD 活動について 

2021 年度は感染拡大防止の為、オンデマンド方式で「職場に生かすスポーツ栄養学の基本と事例紹

介」と「アンチ・ドーピング講習会」の計 2 回実施した。 

なお、開催にあたっては、コンディショニング部会・体育系大学 FD・SD 研究会と共催した。 
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（５）附属機関に関する取り組みについて 

① 附属図書館について 

【図書館業務の運営方法（外部委託）】 

2020 年度より開始した、図書館業務の外部委託が 2 年経過した。この 2 年間は新型コロナウイ

ルス感染症による利用制限が設けられ、入館者が少ない状況下での業務となったが、大きなトラブ

ル等もなく順調に推移している。 

 

【蔵書点検について】 

図書資産として登録している図書について、蔵書点検を実施した。これまでは 5 年毎に一括して

点検作業を行っていたが、2021 年から 5 年サイクルで全蔵書の点検を一巡するよう分野毎に区切

っての点検作業を進めることとした。従来の点検作業では 1 週間程度の図書館閉館期間を設ける事

や外部専門業者への点検作業委託による経費面においても負担が大きかったが、分野毎の点検作業

にしたことで、通常開館時での点検作業実施や図書館スタッフでの点検が可能となり、経費削減及

び点検期間の短縮にも繋がった。 

 

【電子図書館の運用】 

2021 年度は、新型コロナウイルス感染症の影響によりオンライン授業が中心になったことを受

け、電子書籍の比率を高める必要があるとして導入の準備を進めたが、学生の利用状況や他大学で

の導入事例等を調査した結果、限定的な利用が多く、予算内での有効活用には課題が残ることとな

ったため、導入を見送った。一方、従来から運用している電子図書館「LibrariE（ライブラリエ） 

紀伊國屋書店電子図書館」について利用できる書籍を増やし、学生への周知を含め、より手軽に利

用しやすい環境構築に努めた。 

 

【選書計画】 

2021 年度においては、従来の選書や発注計画の流れを踏まえ、効率的な予算配分・運用の観点か

ら、外国雑誌の購入について見直しを行った。洋書や外国雑誌については、利用頻度が低下傾向に

あるため、利用状況が低い雑誌については購読を停止することとした。また、体育系大学の図書館

として蔵書が望ましいとされていた外国雑誌等も必要最低限の数まで削減する事とした。 

 

 

② 附属武道・スポーツ科学研究所について 

本学における、研究活動全般の支援を担う研究支援センターにおいて、研究倫理教育・研究倫理審

査等研究倫理の遵守のための事務を担当している。また、科学研究費補助金等の外部資金獲得のため

の申請手続きと、プロジェクト研究の公募・選考手続き及び研究促進のための支援活動に取り組んで

いる。 

2021 年度は、プロジェクト研究において新型コロナウイルス感染症の影響により、2020・2021

年度分の内、合わせて 5 件が研究機関延長となったため、2022 年度分として新たに 3 件を採択し

た。また、研究成果の情報発信として、「武道・スポーツ研究」及び「国際武道大学研究紀要」の発

行手続きを行った。 
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【「研究誌」「研究紀要」の発行について】 

2021 年度は、2020 年度より創刊した研究誌「武道・スポーツ研究」の第 2 号及び「国際武道大

学研究紀要」の第 37 号を発行した。 

なお、「武道・スポーツ研究」の発行については公益財団法人日本武道館より研究助成として補助

をいただき、武道振興・普及に取り組んでいる。 

 

【研究倫理教育の促進】 

2021 年度においては、「研究倫理教育実施要領」に基づき 2016 年度以降の 5 年間を経過した教

員及び新規採用教員・異動教職員を対象に研究倫理教育（℮ラーニング）の受講するよう促し、5 名

の受講を完了した。 

 

【研究倫理における卒業研究登録】 

研究活動における不正防止については研究者および大学院生にとどまらず、学部生に対しても対

応が求められている。2021 年度においても、昨年度同様に卒業研究等登録申請について、学部 4 年

次生へ登録の実施を促した。新型コロナウイルス感染症の影響により、提出に来られない学生も多

数いたため、252 名(2020 年度 218 名)の登録にとどまった。 

 

 

（６）受験生確保に関する取り組み等について 

① 入学試験について 

学部入学者は、前年度比 21 名減の 383 名となり、学部の定員充足率は 91.6％となった。2022 年

度入学者における女子入学者率が 17.8％となり、前年比 0.5％増となった。入試・広報両面からの

検証と見直しを行うとともに、受験生増加に向けた対策を検討する。 

 

② 学生募集に関わる広報と学生募集活動について 

募集活動としては、従来からのクラブ指導者による募集活動の他、高校生向け会場ガイダンスや高

等学校内で開催される進路ガイダンス・模擬授業へ積極的に参加する予定であったが、新型コロナウ

イルス感染症の影響により各種大会が無観客で開催されるなど、クラブ指導者による募集活動が積極

的に展開することができなかった。また、高等学校内で開催される校内ガイダンス・模擬授業も前期

中においては延期や中止が相次ぎ、高校生に対して直接説明できる機会が失われることもあった。限

られた条件の中、2020 年度同様に WEB 会議システム（Zoom 等）を用いたオンラインガイダンスや

模擬授業へ積極的に参加した。その他、入試・広報センター公式 LINE のチャット機能を用い、受験

生が気軽に問い合わせができるように利便性を図った。 

広報活動としては、印刷媒体（大学案内パンフレット、広報誌 Way、進学情報誌等）と WEB 媒体

（本学ホームページ及び進学情報サイト等）を通じて行った。加えて、2019 年度から展開している動

画共有サイト（YouTube）における CM の配信や SNS（Instagram 等）への投稿や広告配信の増加を

図った。また、企業が展開している学習管理プラットフォーム（大学受験動画講座等）を活用して高

校生に対する WEB 広告の配信や、試行的ではあるが、広報誌 Way を QR コードから閲覧可能な WEB

版を製作し、本学に資料請求をしてきた高校生に対して発送資料に QR コードを入れることで、より

手軽に閲覧され、拡散してもらいやすい形になるよう、配布後の拡散を図った広報活動に取り組んだ。 
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③ 大学入学共通テストについて 

2021 年度も例年通り清和大学との共同開催により実施した。本学からは 26 名の教職員（前年度比

同数）を派遣し、細心の注意を払い各業務にあたり、試験運営に取り組んだ。 

 

④ 就学支援について 

【学費減免制度及び学内奨学金制度】 

2021 年度においても、従来からの学費減免制度及び学内奨学金制度を運用し、提出された申請書

について、公正な審査・選考を行った。 

 

＜学費減免制度＞ 

ア．災害救助法適用地域の在学生・入学予定者に対する学費等免除 

イ．兄弟姉妹が複数在学する者に対する学費等減免 

ウ．卒業生子女の入学における学費等減免 

 

＜学内奨学金制度＞ 

ア．国際武道大学大学院奨学金 

イ．国際武道大学スポーツ奨学金 

ウ．国際武道大学私費留学生奨学金 

エ．国際武道大学別科奨学金 

オ．国際武道大学島嶼部入学者奨学金 

カ．国際武道大学強化指定選手スポーツ奨学金 

キ．国際武道大学家計急変者奨学金 

ク．国際武道大学入学時成績優秀者奨学金 

 

 

（７）広報活動に関する取り組みについて 

① 学生募集のための広報活動について（一部再掲） 

広報活動としては、印刷媒体（大学案内パンフレット、広報誌 Way、進学情報誌等）と WEB 媒体

（本学ホームページ及び進学情報サイト等）を通じて行った。加えて、2019 年度から展開している動

画共有サイト（YouTube）における CM の配信や SNS（Instagram 等）への投稿や広告配信の増加を

図った。 

 

【大学ホームページ及び SNS を活用した広報活動】 

大学ホームページの内容拡充・有効活用を図るため、学生支援センターをはじめとした学友会所

属団体の協力により、試合結果や近況報告等の最新情報の発信に努めた。また、2019 年より開設し

た入試・広報センターの Instagram については、年間 147 回投稿し、本学の日々の出来事やオープ

ンキャンパスの情報などを配信した。 
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【YouTube における CM 配信】 

動画共有サイト(YouTube)において本学の CM を配信し、知名度の向上を図った。2021 年度には 

4 本の動画を制作し、2020 年度までに製作した 8 本と合わせて 12 本となった。CM 表示回数は

合計約 864 万回で、インタラクション数(広告のクリック、視聴等)は約 188 万回となり、その率

は約 22％となった。また、CM を視聴して本学ホームページを閲覧した者等に対し、スマートフォ

ン等においてバナー広告を表示させるリマーケティング広告も展開し、約 2,495 万回表示させ、本

学を周知することができた。 

 

【LINE を用いた問い合わせ対応について】 

2021 年度においては、従来の資料請求方法は維持しつつ、200 年度より導入した「LINE」を用

いた資料請求システムを発展させ、受験生がより気軽に問い合わせできるよう、入試・広報センタ

ーの公式 LINE のトップページに問い合わせ窓口を設け、より迅速に回答することで受験生の不安

を解消することを図った。 

 

【オープンキャンパス】 

2021 年度におけるオープンキャンパスについては、感染防止対策を講じたうえで、事前予約制と

し、来場者数のコントロールを行い実施した。なお、感染拡大状況を考慮し、2021 年 8 月 21 日

（土）、22 日（日）、9 月 11 日（土）、2022 年 2 月 6 日（土）のオープンキャンパスは、オンライ

ン（Zoom）にて実施した。オンラインオープンキャンパスでは、学生スタッフが居住するアパート

からオンライン参加しながら高校生からの質問に答えるオンラインならではの企画もあり、参加者

からは好評であった。 

 

② 機関リポジトリの充実に向けた取り組みについて 

2021 年度は 2020 年度に引き続き、学術リポジトリ構築に向けた確認・検討作業に取り組んだ。関

連部署との意見・情報交換をする中で、業務分担や関連諸規程の整理を進め、実運用に向けた具体的

な作業を進めることができた。2022 年度中での規程等規則の制定を目標とする。 

 

③ 広報誌 Way について 

広報誌 Way については、創刊以来高校生をはじめ多くの方々に読んでいただいてきた。 

2021 年度においては、試行的ではあるが広報誌 Way の WEB 媒体（QR コードから閲覧可能）を

製作し、資料請求の問い合わせのあった高校生への発送資料に QR コードを記載することで、より手

軽に閲覧可能な広報誌となるよう閲覧・拡散方法の改善を図った。 
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（８）学生支援に関する取り組みについて 

① キャリア支援について 

2021 年度においては、キャリア支援の柱となる「進路（就職）支援ガイダンス」を学年毎（4 年

生：2 回、3 年生：16 回、2 年生：4 回）にオンラインにより実施し、就職活動全般に対応した座学

を中心に展開した。また、他大学では例を見ない後援会と連携した「オヤジ・オフクロのセミナー」

及び同窓会と連携した卒業生との業界・企業研究を目的とした OB・OG 座談会を新たに企画・実施

し、学生への職業観の醸成を図るなど本学独自のキャリア支援を展開した。 

また、各企業・団体からの情報や進路支援企画の周知・案内について、2020 年度より活用方法を

拡充している武大 NAVI に加え、2020 年度より導入した Melly も併用し、学生への迅速かつ正確

な情報提供に努めた。 

 

【オンライン面接練習及び面談】 

学生支援センター事務室において、年間を通して学年を問わず就職相談を実施している。 

2021 年度においては、3 年次生を対象とした就職事前面談を実施し、3 月からの就職活動に備え、

11 月からスタートし就職が決定するまで継続的に支援した。主に、面談では学生本人の職業観や活

動状況をヒアリングし、個々に合わせたアドバイスや情報提供を行った。約 8 割の学生が参加し、

職業観の醸成や意識を高めることが出来た。 

 

② キャリア支援に関わる外部機関等との連携について 

【公務員講座及び合同企業説明会】 

2021 年度においては、企業・官公庁・各団体に協力を要請し、2 月に合同業界研究会を 2 回、官

公庁セミナーを 1 回開催し、3 月には合同企業説明会を 2 回、オンラインにて開催した。 

全日程（5 日間）で延べ 49 の企業・団体が参加し、学生へ業界・企業・団体への理解を深めた。

また、同窓会とも連携し、卒業生からの視点でのアドバイス等、採用担当者からの情報では得られ

ない情報提供の場を設け、学生のより深い理解を促進できる場を提供した。 

教職志望者へは、学生自身が自由に時間を設定し、試験対策が行えるようオンデマンドによる教

職該当科目の周知を行い、同様に支援を行った。 

 

③ 学友会支援について 

【学友会総務委員会活動】 

2021 年度においては、2020 年度に引き続き、新入生オリエンテーションのオンライン化に伴う

学友会所属の各クラブへ新入生クラブ紹介動画の作成を依頼した。作成された動画は、学友会 SNS

（Facebook、Twitter）を通して配信した。また、学友会学生総務委員会をオンライン開催し、円滑

な学友会活動に努めた。また、新型コロナウイルス感染症の影響により活動が制限される中、2021

年 10 月から定期的にミーティングを行い、リーダースキャンプをオンラインで開催することがで

きた。 

 

【松前スポーツ・文化賞】 

各クラブの活動・試合結果をもとに、総務委員会等で厳正に選考した。なお、2021 年度も、新型

コロナウイルスの影響により表彰式は中止となった。 
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④ 後援会及び同窓会との連携について 

【後援会支援業務】 

2021 年度においては、例年開催している「全国役員会（5 回」「本部役員会（10 回）」について、

新型コロナウイルス感染症の状況を鑑み、対面・オンラインでの開催に向け適宜支援を行った。 

後援会の主要行事である「後援会支部総会」「個別面談会」については、2020 年度に引き続き中

止となってしまったが、開催日程の変更や中止判断後の代替行事「集いの会」の開催に向け、大学

側とのパイプ役となった。また、開催に伴う議事資料作成や会場確保、オンライン開催時の環境確

保を行うなど、コロナ禍における都度適切な対応が求められる中で、適宜柔軟な支援を行い、例年

以上に後援会役員との連絡を密にとることで、円滑な運営支援に努めた。 

その他、後援会の刊行物である「後援会だより」や新入生ファイル、会費納入案内等の発行及び

発送業務の支援を行った。 

 

【同窓会支援業務】 

コロナ禍では活動制限が余儀なくされたがオンラインを活用し、大学の学生募集、就職指導を支

援した。学生募集については、OBOG 教諭との連絡は主に LINE にて、高校生への受験指導につい

ては ZOOM にて、保護者への説明や質疑対応も ZOOM を活用した。就職支援については、ZOOM

を活用した個別説明会の他、座談会形式（月例）を開催して学生の就職視野を広げる活動も行った。 

 

⑤ 奨学金制度について 

【日本学生支援機構奨学金業務】 

日本学生支援機構奨学生の推薦、採用、継続及び年次・月次諸手続きに係る事務手続きを行った。 

2021 年度は、日本学生支援機構奨学金に係る出願説明会をオンデマンドによる説明動画の提供

により行った。なお、採用時説明会（5 月から 2 月までの計 9 回）、継続説明会、及び貸与終了者説

明会においては、2020 年度同様に書面での手続きとして対応した。 

 

【高等教育支援の修学支援新制度】 

2021 年度においては、2020 年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の影響により、対面での

学内説明会は開催出来なかったが、その他の諸手続き（申請誓約書等）については対面及び郵送に

より対応した。また、文部科学省への確認大学更新及び日本私立学校振興・共済事業団への授業料

減免に係る提出書類においては、学内関係部署で構成するクロスファンクショナルチーム（CFT）

により、情報共有を密にすることで滞りなく対応した。 

また、文部科学省より募集のあった「学びの継続のための学生支援緊急給付金」について、2020

年度に引き続き 2021 年度（1 回目：12 月、2 回目：2 月）の募集を行い、学内での審査を経て日本

学生支援機構へ推薦を行った。これにより、採用者へ支給を行うことが出来た。 
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【学内奨学金】（再掲） 

本学では、学生への就学支援として、次のとおり学内奨学金制度を設けている。 

ア．国際武道大学大学院奨学金 

イ．国際武道大学スポーツ奨学金 

ウ．国際武道大学私費留学生奨学金 

エ．国際武道大学別科奨学金 

オ．国際武道大学島嶼部入学者奨学金 

カ．国際武道大学強化指定選手スポーツ奨学金 

キ．国際武道大学家計急変者奨学金 

ク．国際武道大学入学時成績優秀者奨学金 

 

⑥ 危機管理対策について 

2021 年度は、危機管理対策の一環として、学内備蓄品の保管状況を確認し、次年度以降における

入替・補充を検討した。また、学内緊急連絡網の無定期テストを実施し緊急時を想定した、連絡体

制の確認・訓練を実施した。 

学内備蓄品として、食料品（全学生 3 日間分）を常時備蓄し、飲料水については地下水膜ろ過シ

ステムを導入し、災害時のライフライン確保に努めている。また、2012 年より陸上競技場をはじめ

学内 3 ケ所をドクターヘリ及び海上保安庁災害海難救助ヘリコプターの臨時離着陸場として提供

し、地域防災対策に積極的に協力している。 

例年、4 月オリエンテーション時に緊急時安否情報確認方法を学生へ説明している。緊急時にお

ける迅速な安否確認・把握に努め、適切な管理体制の構築を図っている。 

 

⑦ 様々な特性を有する学生の支援について（再掲） 

【学生相談の実施】 

2021 年度も年間を通して専任相談員（臨床心理士 1 人）、兼任相談員（本学教員 4 人）による学

生相談を実施した。専任相談員による相談は、感染症対策の一環として対面相談とオンライン相談

を併行して実施した。 

専任相談員による相談は、週 1 回（毎週火曜日：12：30～17：20）実施し、年間の来談者数は延

べ 145 名であった。（2020 年度は 46 名） 

兼任相談員による相談は、原則として月曜日～金曜日の 9：00～18：00 に実施した。（土曜日、

日曜日、その他の休日及び月曜日～金曜日の時間外については予約相談のみ）。 

 

【学生相談室広報活動】 

2021 年度においては、学内ポータルサイトの掲示板を通して、学生及び教職員へ毎月の学生相談

日程や学生相談室の活動もについて情報発信した。2020 年度に引き続き、学生相談室の利用案内を

示したリーフレットについては、オリエンテーションのオンライン実施及び後援会支部総会の開催

中止のため、配付は行わなかった。 

 

【学生相談室研修活動】 

学生相談に係る知識・技能について理解を深めるべく「全国学生相談研修会」へ教職員を派遣し、

学生対応の質向上を図っている。2021 年度においては、Zoom によりオンライン開催となった「第

59 回全国学生相談研修会」へ教職員 1 が参加した。 
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（９）学生、教職員の健康管理等について 

① 健康管理について 

【学生及び教職員を対象とした定期健康診断の実施】 

2021 年 4 月に、学生及び教職員を対象とした定期健康診断を実施した。 

受診率は、学生 96.5％、教職員 100％であった。 

 

【教職員を対象とした成人病健診の実施】 

2021 年 11 月に教職員を対象とした成人病健診を実施した。受診者数は、89 人(117 人中)であっ

た。 

 

【産業医による健康指導等】 

産業医による健康指導等を次のとおり実施した。 

① 定期健康診断事後、対象者に措置勧告を行った。（要治療 8 人、要精密検査 3 人、要フォロー 

アップ 6 人）。 

② 成人病検診事後に、対象者に措置勧告を行った。（要精密検査 2 人、勧告後受診報告 1 人） 

③ 教職員の健康相談を行った（2 件）。 

④ ストレスチェック後の面談を行った（1 件）。 

 

【学生インフルエンザ予防接種】 

2021 年 11 月･12 月に学生を対象とした集団予防接種を実施し、接種実施者数は 391 人であっ

た。 

 

【特定保健指導対象教職員に対する個別指導の実施】 

日本私立学校振興・共済事業団が委託契約している SOMPO ヘルスサポート株式会社より学校訪

問型特定保健指導の遠隔サポートオンライン面談を 2 月に実施し 2 名が受講した。（対象者：動機

付け支援 7 人、積極的支援 14 人） 

 

【学生医事相談の実施】 

学生医事相談を実施した結果、相談件数は次のとおりである。 

相談内容 件数 備考 

整形外科医事相談 8 件   実施日数 6 日 

女性アスリート相談 8 件   実働日数 4 日 

内科医事相談 13 件   実施日数 42 日 

 

【学生栄養相談の実施】 

学生栄養相談を、週 1 日、本学専任教員を相談員として実施した。 

実施日数 13 日（個人利用延べ 7 名、その他の利用者 6 名） 

その他、栄養セミナーを要望のあった運動系クラブを対象に、4 回実施した。 
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【スポーツ医学関連講演会】（再掲） 

本学専任教員により「現場に生かすスポーツ栄養学の基本と事例紹介」として FD 部会と協力し

て行った。67 名の参加があった。 

 

【学生および教職員の健康管理・安全対策（学内救急体制のサポート）】 

健康管理センターと協力して、クラブ活動中における感染対策に関する情報提供をクラブ指導者

講習会時に、発信し情報共有を図った。 

 

② 学生のコンディショニング支援について 

【新入生整形外科的メディカルチェック】 

本学の特色である新入生のスポーツ傷害予防のためのメディカルチェックを、2021 年度におい

ては、新型コロナウイルス感染対策を講じて実施した。具体的にはクラブ別による実施、ヒト同士

の接触のない測定項目、1 セッション 90 分以内として行った。 

実施した結果、問題を抱える新入生のスクリーニング率は従来とほぼ同等であり、感染対策を講

じた新たな取り組みとしても十分目的を達成することができた。 

 

【学友会活動支援（課外活動時のスポーツ医科学サポート）】 

新型コロナウイルス感染防止対策を講じながら、スポーツ傷害を有している学生に対するリコン

ディショニングサポートを行った。具体的には、利用者の健康チェック、利用人数制限をしながら

も課題を抱えている選手サポートを行なった。なお、昨年度実施できなかった学生登録トレーナー

講習会をオンラインにて実施し、各クラブへのスポーツ医科学サポート支援を遠隔ながら実施した。 

 

【学友会活動支援（コロナ禍におけるトレーニングルーム運営）】 

2021 年度においては、2020 年度同様に、新型コロナウイルス感染対策を踏まえたトレーニング

ルームの管理及び運営に努めた。具体的には利用人数制限と使用時間制限をして実施し、トレーニ

ングルームは完全予約制にて対応した。また、新型コロナウイルス感染症対策のため、手指消毒液

と次亜塩素酸水を準備し、コンディショニング室が管轄する 9 号館トレーニングルーム、研究所リ

コンディショニングルームと体力測定室の衛生管理を行なった。なお、９号館の更衣室は感染症対

策のため原則使用禁止の対策を施した。 

例年、4 月の新入生オリエンテーション期間中に、新入生全員を対象としたトレーニングルーム

利用ガイダンスを実施していたが、感染症拡大状況を鑑み、オンデマンドによるガイダンス動画配

信とオンライン確認テストで対応した。 

 

③ 大学職域接種（新型コロナウイルスワクチン接種：1回目、２回目）の実施について 

職域接種の開始に関する政府の方針を受け、学生・教職員等を対象とした職域接種を実施した。

人事課が主担当部署となり、厚生労働省及び文部科学省の対応から、接種会場の運営に関わる業務

を行った。【1 回目（接種期間：7/3～7/13）の接種回数 2,000 回、2 回目（接種期間 8/5～8/24）の

接種回数 1,998 回、合計 3,998 回の接種】 
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（１０）教育施設・設備に関する取り組みについて 

2021 年度においては、開学から 37 年目となり教育研究施設や福利厚生に関する学生食堂当の各

建物の老朽化等がかなり進んでいることから、緊急性、安全性、必要性を最優先とした改修・更新

工事等の整備を継続的に行い、管理・運営に努めている。 

 

【年次計画工事】 

ア．野球場屋内練習場人工芝メンテナンス工事 

イ．9 号館 FT ルームトレーニングマシン 

〔トレッドミル（2 台）・自転車エルゴメーター（5 台）入替工事〕 

ウ．学内認証基盤等環境構築（ブレードサーバー）工事 

エ．事務用ファイルサーバー、無停電電源装置（UPS）更新工事 

 

【緊急を要し対応した工事】 

ア．4 号館学生食堂改修工事（主にトイレの改修並びに厨房機器の更新等） 

イ．空調設備改修工事 

〔9 号館 1 階 FT ルーム、9 号館 2 階北系統、研究所Ｂ101、1 号館講義棟 5 階 1521 教室〕 

ウ．1 号館 1・2 階事務室他改修工事 

 

 

（１１）社会との連携に関する取り組みについて 

① 国際交流に関する取り組み 

【交換留学】 

2021 年度における交換留学生は、新型コロナウイルス感染症による入国制限等の影響により、受

け入れ及び派遣はともに 0 名であった。 

 

【短期外国人研修生受け入れ】 

2021 年度も新型コロナウイルス感染症の影響による入国制限のため短期外国人研修生の受入れ

を停止した。 

 

【短期スポーツ・文化交流】 

本学では、龍仁大學校（韓国）との柔道・剣道の交流を隔年で相互に行っている。 

2021 年度におけるスポーツ・文化交流は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止となっ

た。 

 

【スポーツ・学術交流協定】 

学術交流協定校との共同研究として、2021 年度プロジェクト研究に 2 件が採用されていたが、

新型コロナウイルス感染症の影響により実態調査等が計画どおりに進まず、2022 年度まで研究期

間を延長することとなった。 

企画名 協定校 

剣道の国際的な指導モデルの構築 

－韓国龍仁大學校における剣道の実態調査を中心に－ 
龍仁大學校：韓国 

欧州における武道教育の現状と課題 

－ハンガリー国立体育大学における武道教育の実態調査を中心に－ 
国立体育大学：ハンガリー 
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【ハンガリー剣道キャンプの実施】 

ハンガリー剣道連盟（国立体育大学）との共同開催による「ハンガリー剣道キャンプ

（International Kendo Camp for Youth (U18-25））」を企画していたが、新型コロナウイルス感染

症の影響により、講習会講師を務める本学教員の派遣が出来ず講習会は未開催であったが、近隣諸

国から参加者を募り、大会のみ開催した。 

② 自治体及び各種団体との連携について

【地域活動への派遣】

2021 年度は、新型コロナウイルス感染状況により、受け付け後に中止となった依頼も含め、

34件（2020 年度：26 件）の地域活動協力依頼に対応し、延べ 252 名（2020 年度：延 159 名）の

学生及び教職員を派遣した。 

【公開講座】 

2021 年度前期・後期に計画していた公開講座は、新型コロナウイルス感染防止のため、中止とし

た。 

【勝浦市との共同事業におけるコミュニティの継続】 

勝浦市との共同事業である勝浦スポーツコミュニティ（KSC）及び勝浦バレーボールコミュニテ

ィ（KVC）について、2021 年度は KSC「器械運動教室」、「タグラグビー教室」及び KVC「勝浦バ

レーボールコミュニティ」の開催を前期・後期で計画したが、2020 年度に続き、新型コロナウイル

ス感染防止のため前・後期とも開催を中止とした。（2019 年度参加者 136 人）

【健康体力づくり事業】 

2002 年度より継続している「勝浦市健康ハツラツ・フィットネス教室」、「御宿町健康・体力チェ

ック」は、2021 年度は新型コロナウイルス感染防止のため中止となった。 

2002 年度より継続している「勝浦市健康ハツラツ・フィットネス教室」は、2021 年度後期に教

員を派遣する実施計画に変更したが、新型コロナウイルス感染症の影響により中止となった。 

なお、岬健康クラブと大原健康クラブの体力づくり運動指導は、学生を派遣し、感染防止対策を

徹底し実施した。 

【勝浦市と国際武道大学との連携推進連絡協議会】 

2021 年度においては、2020 年度に引き続き、新型コロナウイルス感染状況を鑑み、「勝浦市と国

際武道大学との連携推進連絡協議会」第 6 回会議を、2021 年 8 月 24 日（火）付けの案内通知によ

り書面会議で開催した。協議会では「勝浦市と国際武道大学との連携に関する包括協定」に基づく

「2020（令和 2）年度の事業報告」と 2 件の議案提案があった。2 件の議案『2021（令和 3）年度

の事業計画』及び『国際武道大学の「大学教育の質的向上」のための点検・評価に係る勝浦市の参

画（客観的視点の取り入れ等）』は、いずれも承認された。 
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【勝浦市立勝浦中学校「郷育プロジェクト」への協力】 

「勝浦市と国際武道大学との連携に関する包括協定」に基づき、中大連携事業として勝浦市立勝

浦中学校の「郷育プロジェクト」に協力した。地元の大学で提供されている学びに触れ、大学で学

ぶ意義について考えることを通して、「将来の生き方を考える力」を育てる機会の提供を行った。 

2021 年度は、2020 年度に引き続き新型コロナウイルス感染防止のため勝浦中学校の生徒はオン

ラインにて授業を受講した。 

 

『これからの自分について考える 1 』 

授 業：スポーツ戦略論Ⅱ（3 年次後期：選択、火曜日 3 時限目） 

講 師：元全日本バレーボール代表選手 

日 時：2021 年 12 月 14 日（火）13 時 10 分～14 時 40 分 

場 所：国際武道大学 

対象者：勝浦中学校 3 年生 96 名 

 

③ オリンピック・パラリンピック支援について 

2021 年度に開催延期となった「2020 東京オリンピック・パラリンピック」も無事に終了した。 

ボランティアに参加する学生の指導や相談を行い、特に大きな問題や事故もなくボランティアを終

了した。一般の大会ボランティアの他、本学クラブへ協力依頼のあったパラリンピック 2 競技（シッ

ティングバレー、ウィルチェアラグビー）においては、大会運営補助を担った。 
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（１２）人事制度等に関する取り組みについて 

① 新規採用等について 

2022 年度採用に向けた取り組みとして、「学校法人国際武道大学教職員採用手続規則」及び「国際

武道大学教員資格審査基準規則」に則り、2022 年度任期制教員（対象職位：准教授はまた助教）の公

募 3 件と非常勤講師の公募 3 件について、本学ホームページ、研究者人材ベース（JREC－IN）及び

関係機関へ教員公募の掲載等を実施した。また、「学校法人国際武道大学任期制教員に関する規程」に

基づき、新たに任期制教員（3 名）を採用した。 

【公募一覧】 

№ 公募内容 区分 

1 「保健体育科教育法（体育領域）を主とする領域」 

任期制教員 2 「保健体育科教育法（保健領域）を主とする領域」 

3 「陸上競技を主とする領域」 

4 「衛生学・公衆衛生学を主とする領域」 

非常勤講師 5 「日本国憲法」 

6 「スポーツ医学」 

   

【採用一覧】 

№ 採用内容 区分 人数 

1 「保健体育科教育法（体育領域）を主とする領域」 任期制教員 1 名 

2 「保健体育科教育法（保健領域）を主とする領域」 任期制教員 1 名 

3 「陸上競技を主とする領域」 任期制教員 1 名 

 

② 教職員の能力開発について 

大学運営に携わる教職員として必要となる知識・技能を習得させるとともに、資質・能力の向上を

目的として、FD・SD 研修会を実施している。また、事務職員の意欲・資質向上を目的として、2017

年度より導入した人事評価制度を活用し、所属長と課・室員による業務目標や経過の確認のため面談

（年 3 回）を実施し、期末には職務行動と年間目標達成度の評価を行っている。 

2021 年度においては、新型コロナウイルス感染症の影響により、全教職員を対象とした集合研修会

の開催が難しかったため、オンデマンド配信による研修会を開催した。 

【オンデマンド研修会】 

ア．学内講師による職員研修会 「現場に活かすスポーツ栄養学の基本と事例紹介」 

イ．学外講師による職員研修会 「指導者と選手が知っておきたいアンチ・ドーピング」 

 

③ 効率的な人員配置について 

2021 年度は、2020 年度末に教務部と学生支援センターを統合し、本学 1 号館研究棟 1 階フロアを

新たな学生支援センターへと改編し、学生へのワンストップサービス向上を図り、より迅速な学生対

応が可能となった。 

 

④ 雇用形態、給与、各種手当のあり方について 

2019 年 8 月よりスタートさせた「人事・給与改革プロジェクト」について、現行体制の長期展望

をシュミレーションするとともにプロジェクトメンバーを 2 班「人事制度の調査」「給与体系の調

査」に分けて作業展開を計画した。2021 年度においては、前年に引き続き、新型コロナウイルス感

染症の影響により活発な活動に至らず、次年度での活動再開に向け準備を進めた。 
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⑤ 職員出退勤管理システム及び教員出勤管理システムの運用について 

職員出退勤管理システムについては、非接触型カードを用いた管理システムを導入し、出退勤以外

にも「残業・有休・特休」についてもシステム上での管理が可能となった。 

教員の出勤管理については、顔認証体温測定機を用いて、出勤時には 1 日 1 回所定の体温測定機

にて認証を行うことで出勤管理を行う（2022 年 2 月～3 月の試行準備期間を経て、2022 年 4 月より

実施）。 

 

⑥ 適切な大学運営に必要な事務組織の機能について 

本学における組織及び事務局等の事務分掌については、「学校法人国際武道大学及び国際武道大学

管理組織規程」及び「学校法人国際武道大学及び国際武道大学管理組織規程施行規則」に定めてお

り、役割を明確化している。 

2021 年度は、横断的な業務の取り組みとして、職域接種の開始に関する政府の方針を受け、学

生・教職員等を対象とした大学職域接種（新型コロナウイルスワクチン接種：1 回目、2 回目）を実

施した。 

 

⑦ 事務職員及び教員の意欲及び資質の向上を図るための方策について 

働き方改革関連法及び労働時間等設定改善法などの基本方針に基づき、本学における勤務時間の改

正について労使交渉も含めた検討を重ね各種委員会及び理事会にて諮り、就業規則の改正をした。 
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（１３）安定した財政基盤の構築と経費削減に関する取り組みについて 

① 予算編成について 

予算編成については、実質的な学費据え置きと入学者数の厳格化により、本学の収入の根幹である

学生生徒等納付金収入の増収を見込めないことと併せて、開学以来 37 年を経過した施設設備修繕費

の増加、教育研究経費・管理経費の増加傾向により、支出超過の予算を組むこととなった。 

予算編成の基本方針（案）及び予算編成用の事業計画学長教書に基づき、各部署において「現状の

取り組み及び 2022 年度事業計画書」を策定し、内部質保証検討委員会でヒアリングを行い、2022

年度の予算要求の内容を確認した。予算執行については、内部質保証検討委員会において、四半期ご

とに執行状況を確認し執行管理を行っている。 

 

【武道指導充実・資質向上支援事業】 

文部科学省の「武道指導充実・資質向上支援事業」に申請し、採択された。 

 

【研究所助成金】 

附属武道・スポーツ科学研究所の「武道・スポーツ研究（第 2 号）」の発刊に伴い、公益財団法人

日本武道館より研究助成金として収入を得た。 

 

【私立大学改革総合支援事業】 

私立大学等改革総合支援事業に関する補助金申請業務に積極的に取り組むため、プロジェクトチ

ームを中心に検討を重ね申請した。 

 

② 経費削減について 

経常経費削減対策の 1 つとして、大学で使用する電力について、複数社から見積りをとり、最も

安価な電力会社と単年度契約を締結した。新型コロナウイルス感染症感染防止策の一環として、リ

モートによる授業が展開され、例年の電力使用量と単純に比較することはできないが、大幅な削減

となった。 
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３．入試の状況 

２０２２年度入試結果集計 

入学定員 志 願 者 受 験 者 合 格 者 入 学 者 

大学院 武道･スポーツ研究科 10 4（  1） 4（  1） 4（  1） 4（  1） 

体育学部 

武道学科 80 102（ 27） 102（ 27） 96（ 26） 91（ 26） 

体育学科 360 372（ 47） 372（ 47） 357（ 47） 292（ 42） 

体育学部計 440 474（ 74） 474（ 74） 453（ 73） 383（ 68） 

別科 武道専修課程 20 10（  3） 10（  3） 6（  1） 5（  1） 

合 計 470 488（ 84） 488（ 84） 463（ 75） 392（ 70） 

（   ）は、女子内数 
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４．進学・就職等の状況 
２０２１年度 進路(就職)決定状況調査【最終】 

学 科 武道学科 体育学科 体育学部 昨年最終 

卒業者数 （Ａ） 88 ( 15 ) 292 ( 40 ) 380 ( 55 ) 377 ( 59 ) 

留年者数 （休学含） 1 ( 0 ) 15 ( 4 ) 16 ( 4 ) 18 ( 0 ) 

在学者数 89 ( 15 ) 307 ( 44 ) 396 ( 59 ) 395 ( 59 ) 

就

職

状

況

企 業 45 ( 9 ) 172 ( 21 ) 217 ( 30 ) 210 ( 31 ) 

団 体 2 ( 1 ) 9 ( 0 ) 11 ( 1 ) 12 ( 2 ) 

医療・福祉施設等 0 ( 0 ) 6 ( 3 ) 6 ( 3 ) 4 ( 1 ) 

公
務
員

一  般 0 ( 0 ) 4 ( 0 ) 4 ( 0 ) 3 ( 0 ) 

警  察 11 ( 1 ) 8 ( 0 ) 19 ( 1 ) 16 ( 4 ) 

消  防 1 ( 0 ) 6 ( 1 ) 7 ( 1 ) 8 ( 1 ) 

刑  務 4 ( 0 ) 0 ( 0 ) 4 ( 0 ) 7 ( 1 ) 

海上保安庁 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 

自 衛 隊 0 ( 0 ) 4 ( 1 ) 4 ( 1 ) 5 ( 0 ) 

臨 時 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 

自 営 2 ( 0 ) 7 ( 0 ) 9 ( 0 ) 6 ( 0 ) 

そ の 他 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 

教
職

公立 

中高 

専任 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 1 ( 0 ) 2 ( 0 ) 

講師 3 ( 1 ) 12 ( 2 ) 15 ( 3 ) 20 ( 3 ) 

私立 
中高 

専任 1 ( 0 ) 1 ( 1 ) 2 ( 1 ) 0 ( 0 ) 

講師 0 ( 0 ) 5 ( 0 ) 5 ( 0 ) 4 ( 0 ) 

小学 
専任 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 1 ( 0 ) 1 ( 0 ) 

講師 2 ( 1 ) 7 ( 2 ) 9 ( 3 ) 8 ( 2 ) 

その他（特支） 4 ( 1 ) 6 ( 3 ) 10 ( 4 ) 8 ( 1 ) 

就職者計 （B） 75 ( 14 ) 249 ( 34 ) 324 ( 48 ) 314 ( 46 ) 

進

学

状

況

大 学 院 2 ( 0 ) 2 ( 0 ) 4 ( 0 ) 6 ( 2 ) 

大  学 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 

短  大 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 

研究生等 1 ( 1 ) 4 ( 0 ) 5 ( 1 ) 5 ( 1 ) 

専門学校等 1 ( 0 ) 6 ( 0 ) 7 ( 0 ) 8 ( 2 ) 

留  学 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 

進学者計 （C） 4 ( 1 ) 12 ( 0 ) 16 ( 1 ) 19 ( 5 ) 

未決定 

講師登録（教員志望） 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 

目標あり 
( 次年度受験予定 ) 

2 ( 0 ) 5 ( 1 ) 7 ( 1 ) 15 ( 1 ) 

目標不明 （D） 
( 意思なし ) 

7 ( 0 ) 26 ( 5 ) 33 ( 5 ) 29 ( 7 ) 

就職希望者就職率 
97.4% 98.0% 97.9% 95.4% 

B ÷ 〔A－(C＋D)〕 

進路決定率 
89.8% 89.4% 89.5% 88.3% 

( B＋C ) ÷ A 
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５．表彰 

（１）２０２１年度 松前スポーツ・文化賞

【団体の部】 

優秀賞（１団体） 

№ 学友会所属団体 成 績 大会名および種目 

1 ソフトボール部（男子）
3 位 文部科学大臣杯大 56 回全日本大学男子ソフトボール選手権大会 

優 勝 第 29 回関東学生男子ソフトボール選手権大会 

奨励賞（３団体） 

№ 学友会所属団体 成 績 大会名および種目 

1 弓道部 

優 勝 第 51 回全関東学生弓道選手権大会（女子団体の部） 

準優勝 第 29 回関東学生弓道選手権春季トーナメント大会（女子団体の部） 

3 位 第 29 回関東学生弓道選手権春季トーナメント大会（男子団体の部） 

2 少林寺拳法部 

3 位 第 55 回少林寺拳法全日本学生大会（組演武 男女二段以上） 

4 位 第 55 回少林寺拳法全日本学生大会（組演武 男子三段以上） 

6 位 第 55 回少林寺拳法全日本学生大会（三人掛け） 

3 サッカー部（女子）
準優勝 
１部昇格 

第 35 回関東大学女子サッカー2 部リーグ 

【個人の部】 

最優秀賞（２名） 

№ 学年 学科 氏 名 学友会所属団体 成 績 大会名および種目 

1 4 P 松島 成美 陸上競技 優勝 天皇賜盃 第 90 回日本学生陸上競技対校選手権大会（ハンマー投） 

2 3 P 永田 虹歩 ラグビー 出場（3 キャップ） 15 人制女子日本代表ヨーロッパ遠征 2021 

優秀賞（２名） 

№ 学年 学科 氏 名 学友会所属団体 成 績 大会名および種目 

1 4 B 岩切 勇磨 剣道 優勝 第 67 回関東学生剣道選手権大会 

2 3 B 山本 蒼良 柔道 
優勝 2021 年（令和 3 年）関東学生柔道体重別選手権大会 

3 位 2021 年度全日本学生柔道体重別選手権大会 

奨励賞（９名） 

№ 学年 学科 氏 名 学友会所属団体 成 績 大会名および種目 

1 2 P 石川 萌 弓道 
優勝 第 51 回全関東学生弓道選手権大会 

3 位 第 52 回全日本学生弓道遠的選手権大会 

2 2 B 瀬川 珠璃 弓道 
準優勝 第 52 回全日本学生弓道遠的選手権大会 

優勝 第 29 回関東学生弓道選手権春季トーナメント大会 

3 4 B 石塚 季夏子 なぎなた 3 位 第 60 回全日本学生なぎなた選手権大会（演技競技） 

4 2 B 上江洲 誉 なぎなた 3 位 第 60 回全日本学生なぎなた選手権大会（演技競技） 

5 1 B 北島 未稀 なぎなた 1 位 第 55 回東日本学生なぎなた大会（個人試合） 

6 3 B 榊原 悠太 なぎなた 4 位 第 21 回全日本男子なぎなた選手権大会（個人試合） 

7 4 P 藤 亜由美 サッカー

Most Contribution on Award 

（4 年間での最多出場記録） 
第 35 回関東大学女子サッカー1～3 部全リーグ 

ベストイレブン 第 35 回関東大学女子サッカー2 部リーグ 

8 3 P 伊藤 有紀 サッカー ベストイレブン 第 35 回関東大学女子サッカー2 部リーグ 

9 1 P 伊勢 さつき サッカー
ベストイレブン 第 35 回関東大学女子サッカー2 部リーグ 

ベストヤングプレーヤー 第 35 回関東大学女子サッカー2 部リーグ 
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（２）２０２１度学業成績優秀者表彰

学業成績優秀者（４年間） 

№ 学 科 氏 名 

1 武道学科 石塚 季夏子 

2 体育学科 中村 大輔 

学業成績優秀者（単年度） 

№ 学年 学科 学籍番号 氏 名 

1 2 B 121307 藤塚 大和 

2 2 B 121107 河野 翔太 

3 2 P 121052 今井 浩輝 

4 2 P 121335 三石 健瑛 

5 2 P 121278 花嶋 亮 

6 2 P 121188 鈴木 夏希 

7 2 P 121115 切石 承之介 

8 2 P 121145 﨑山 友貴 

№ 学年 学科 学籍番号 氏 名 

9 3 B 120364 舩原 希実 

10 3 B 120256 髙橋 里梨子 

11 3 P 120254 髙橋 桃花 

12 3 P 120226 鈴木 紗良 

13 3 P 120374 町 亮汰 

14 3 P 120041 石黒 翔太 

15 3 P 120448 若浦 優佳 

№ 学年 学科 学籍番号 氏 名 

16 4 B 119278 當房 夢佳 

17 4 B 119015 荒川 雅俊 

18 4 B 119372 牧枝 和志 

19 4 P 119012 阿瀬知 翔 

20 4 P 119100 小保方 柾宗 

21 4 P 119450 渡邉 皓太 

22 4 P 119326 野尻 琢也 

23 4 P 119191 佐藤 弘人 
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資料（１） 
２０２１年度地域交流活動協力一覧 

No. 依 頼 者 活動期間 活 動 内 容 

1 大原健康クラブ 4/1 ～ 3/31 大原健康クラブ 体力づくり運動指導（毎週火・金曜日） 

2 岬健康クラブ 4/1 ～ 3/31 岬健康クラブ 体力づくり運動指導（毎週火・金曜日） 

3 公益財団法人日本武道館 4/1 ～ 3/31 日本武道館研修センター 武道学園 剣道講師（毎週水・金曜日） 

4 公益財団法人日本武道館 4/1 ～ 3/31 日本武道館研修センター武道学園 柔道講師（毎週水・金曜日） 

5 公益財団法人日本武道館 4/1 ～ 3/31 日本武道館研修センター武道学園 柔道助手（毎週水・金曜日） 

6 公益財団法人日本武道館 4/1 ～ 3/31 日本武道館研修センター武道学園 空手道助手（毎週水曜日） 

7 公益財団法人日本武道館 4/1 ～ 3/31 日本武道館研修センター武道学園 合気道助手（毎週金曜日） 

8 大多喜町教育委員会 5/22 ～ 3/12 大多喜町「ジュニアスポーツクラブ」軽スポーツ（キンボール）指導（月２回程度） 

9 公益財団法人日本ライフセービング協会 5/29 ～ 5/30 
全日本ジュニア／ユース／マスター選手権大会 2021（ビーチ） 

トレーナーステーション

10 東日本旅客鉄道株式会社 千葉支社 6/1 JR 東日本千葉支社シンガポール向け旅行情報サイト 弓道動画撮影協力 

11 勝浦市教育委員会 6/21.24.25 勝浦中学校ウォーターセーフティ教室 講師及び講師補助 

12 千葉県小中体連 陸上競技専門部 6/26 ～ 6/27 第 67 回全日本中学校通信陸上競技大会 千葉県大会トレーナーステーション 

13 関東高等学校体育連盟水泳専門部 7/16 ～ 7/19 
令和３年度 関東高等学校水泳競技大会・第 72 回関東高等学校選手権水泳競技大

会 兼第 89 回日本高等学校選手権水泳競技大会関東地域予選会 競技役員 

14 
勝浦市教育委員会 

勝浦市スポーツ推進委員連絡協議会 
7/26 ～ 7/30 ジュニア水泳教室における講師補助 

15 
全国中学校体育大会千葉県実行委員会 

水泳競技実行委員会 
8/16 ～ 8/19 

令和３年度 全国中学校体育大会 第 61 回全国中学校水泳競技大会 

競技役員 

16 
第４３回全国中学校軟式野球大会 

千葉県実行委員会 
8/21 ～ 8/25 

令和３年度全国中学校体育大会 

第 43 回全国中学校軟式野球大会 

17 アジアバレーボール連盟（AVC） 9/10 9/20 第 21 回アジア男子バレーボール選手権大会 予選・決勝ラウンド競技役員 

18 公益財団法人日本ライフセービング協会 10/2 ～ 10/3 第 36 回ライフセービング全日本学生選手権大会 

19 
公益財団法人日本水泳連盟 

学生委員会関東支部 
10/7 10/10 第 97 回日本学生選手権水泳競技大会 

20 公益財団法人日本ライフセービング協会 10/9 10/10 第 47 回ライフセービング全日本選手権大会 

21 公益財団法人日本水泳連盟 10/10 第 97 回日本学生選手権水泳競技大会における科学サポート 

22 公益財団法人日本ライフセービング協会 10/16 ～ 10/17 全日本ジュニア／ユース／マスターズ選手権大会 2021（サーフ） 

23 
公益財団法人日本水泳連盟 

学生委員会関東支部 
10/16 ～ 10/17 第 63 回日本選手権（25m）水泳競技大会 

24 加田 裕子 10/19 ～ 3/29 ミニバスケットボール（勝浦 MBBC）チームのコーチ及び指導補助 

25 
2021ONJUKU LIFESAVING OPEN 

実行委員長 林 昌広 
10/24 2021ONJUKU LIFESAVING OPEN トレーナーステーション 

26 一般社団法人日本パラ水泳連盟 11/20 ～ 11/21 第３８回日本パラ水泳選手権大会における競技役員（補助員）の派遣 

27 勝浦市教育委員会 教育長 岩瀬好央 11/28 ～ 12/25 令和３年度 陸上競技教室 

28 一般社団法人勝浦市観光協会 12/10 武道ツーリズム推進・弓道体験プログラム 告知用写真・動画撮影の協力 

29 千葉県競技力向上推進本部 12/16 令和３年度千葉県競技力向上推進本部事業（トップアスリート等活用事業） 

30 勝浦市立勝浦こども園 12/22 勝浦こども園 クリスマス会 

31 公益財団法人日本水泳連盟 12/23 ～ 12/27 
第 14 回（2021 年度）全日本ユース（U15）水球競技選手権大会 桃太郎カップ 

競技役員 

32 一般社団法人日本知的障害者水泳連盟 1/10 第５回日本知的障害者選手権新春水泳大会 大会役員 

33 公益財団法人日本武道館 3/6 第４回外国人留学生等対象国際武道文化セミナー 

34 千葉県体操協会 3/28 第 35 回千葉県体操競技早春大会 
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団体名 種別 結 果 大会期日

5/15

優　勝

２　位

４　位

２　位

３　位

４　位

優　勝

２　位

２　位

初戦敗退

３　位

４　位

5/30

５　位

３　位

9/29、10/5

優　勝

５　位

５　位

５　位

３　位

準優勝

5/13

ベスト１６

ベスト１６

5/19

優　勝

ベスト３２

9/18、19

9/23

10/24

4/18，25

４　位

１　位

5/2

３　位

準優勝

優　勝

２　位

6/26

ベスト１６

8/4、5

個人 決勝敗退

優　勝

8/11、12

決勝敗退

決勝敗退

8/13

準優勝

３　位

団体

団体

団体

個人

団体

個人

◇女子個人　決勝射詰め　：　石川　萌　（２Ｐ）　尺二的○○○　八寸○○○

◇女子個人　決勝射詰め　：　瀬川　珠璃（２Ｂ）　尺二的○○○　八寸×

◇女子個人　５位決定遠近競射　：　平野　きよ奈（２Ｐ）　尺二的○○○　八寸〇×

第６９回全日本学生弓道選手権大会　≪日本ガイシスポーツプラザ≫

□男子団体　２回戦　：　本学　１６中　－　１１中　滋賀大学

２回戦敗退

２回戦敗退

２回戦敗退

団体

個人

団体

個人

個人

団体

団体

団体

団体

個人

第６９回全日本学生剣道優勝大会　≪エディオンアリーナ大阪≫

□男子

◇男子９０㎏級  ：  渡邊  稜都（４Ｂ）＊全日本学生柔道体重別選手権大会出場決定

◇女子７８㎏級  ：  横山  彩夏（３Ｂ）＊全日本学生柔道体重別選手権大会出場決定

第７０回関東学生剣道優勝大会　≪東京武道館≫

□男子  ＊敗者復活戦により全日本学生剣道優勝大会出場決定

第４７回関東女子学生剣道優勝大会　≪東京武道館≫

□女子  ＊敗者復活戦により全日本女子学生剣道優勝大会出場決定

個人

柔　道

剣　道

弓　道

◇男子個人　決勝射詰め　：　黒澤　優太（２Ｂ）　尺二的○○○　八寸×

◇女子個人　決勝射詰め　：　瀬川　珠璃（２Ｂ）　尺二的×

第５２回全日本学生弓道遠的選手権大会　≪日本ガイシスポーツプラザ≫

　◇女子の部　：　瀬川　珠璃（２Ｂ） 一次予選：○○ 二次予選：○○ 決勝射詰め：〇×

　◇女子の部　：　石川　萌　（２Ｐ） 一次予選：○○ 二次予選：○○ 決勝射詰め：×

ベスト８
□男子団体　３回戦　：　本学　１６中　－　１７中　新潟大学

ベスト８
□男子団体　３回戦　：　本学　１６中　－　１７中　明治大学

◇男子個人　決勝射詰め　：　小谷　黎（３Ｂ）　尺二的×

□女子団体　１回戦　：　本学 －　　　　高崎経済大学　　※不戦勝

優　勝

□女子団体　２回戦　：　本学　　９中　－　６中　筑波大学

□女子団体　３回戦　：　本学　　６中　－　５中　城西大学

□女子団体　準決勝　：　本学　１０中　－　８中　明治大学

□女子団体　決　勝　：　本学　１１中　－　７中　法政大学

　◇男子　１部　　＊全日本学生柔道優勝大会出場決定

◇女子　５人制　＊全日本学生柔道優勝大会出場決定

◇男子７３㎏級  ：  臼澤  力輝（４Ｂ）＊全日本学生柔道体重別選手権大会出場決定

第２９回関東学生弓道春季トーナメント決勝大会予選 兼 第３３回全国大学弓道選抜大会出場予選
≪日本武道館研修センター≫

□男子　　中関東ブロック（関東）

　□女子　　中関東ブロック（関東）

＊男女共に第２９回関東学生弓道春季トーナメント決勝大会及び第３３回全国大学弓道選抜大会出場決定

第２９回関東学生弓道春季トーナメント決勝大会　≪日本武道館研修センター≫

□男子

□女子

◇女子個人　：　瀬川　珠璃（２Ｂ）

個人

２０２１年度関東学生柔道体重別選手権大会（男子６０回、女子３４回）　≪ゼットエー武道場 他≫

◇男子６０㎏級  ：  山本  蒼良（３Ｂ）＊全日本学生柔道体重別選手権大会出場決定

◇男子６０㎏級  ：  増本  優彦（４Ｂ）＊全日本学生柔道体重別選手権大会出場決定

◇男子６６㎏級  ：  篠﨑  唯人（３Ｂ）＊全日本学生柔道体重別選手権大会出場決定

◇女子個人　：　石川　萌　（２Ｐ）

第３３回全国大学弓道選抜大会　決勝トーナメント　≪明治神宮弓道場≫

□１回戦　：　本学　１４中　－　１５中　慶應義塾大学

第５１回全関東学生弓道選手権大会　≪アダストリアみとアリーナ≫

□男子団体　２回戦　：　本学　２０中　－　１６中　早稲田大学

２０２１年度　学友会所属団体結果等一覧

大 会 名（会 場）及び 出 場 選 手 等

第５３回関東女子学生剣道選手権大会　≪東京武道館≫

◇井芹　歩乃香（４Ｂ）　＊全日本女子剣道選手権大会出場決定

◇落合　果凛　（１Ｂ）　＊全日本女子剣道選手権大会出場決定

第６７回関東学生剣道選手権大会　≪東京武道館≫

◇岩切　勇磨（４Ｂ）　＊全日本学生剣道選手権大会出場決定

◇蒔苗　駿介（４Ｂ）　＊全日本学生剣道選手権大会出場決定

□女子６３㎏級　：　西田　朱里（１Ｂ）＊関東ジュニア柔道体重別選手権大会出場決定

□女子７０㎏級　：　笠原　千尋（２Ｂ) ＊関東ジュニア柔道体重別選手権大会出場決定

□女子７０㎏級　：　伊津見　明里（３Ｂ)

□女子７８㎏級　：　青沼　小雪（２Ｂ）＊関東ジュニア柔道体重別選手権大会出場決定

□女子７８㎏級　：　菅　志衛　（１Ｂ）

２０２１年度関東学生柔道優勝大会（男子６８回、女子２７回）　≪埼玉県立武道館≫

千葉県ジュニア柔道体重別選手権大会　≪国際武道大学≫

□女子４８㎏級　：　増本　遥日（１Ｂ）＊関東ジュニア柔道体重別選手権大会出場決定

□女子４８㎏級　：　萩原　杏菜（２Ｂ）＊関東ジュニア柔道体重別選手権大会出場決定

□女子５２㎏級　：　大野　和花（２Ｂ）

□女子５７㎏級　：　新田　美来（２Ｂ）＊関東ジュニア柔道体重別選手権大会出場決定

□女子５７㎏級　：　亀田　采里（２Ｂ）＊関東ジュニア柔道体重別選手権大会出場決定

□女子５７㎏級　：　福田　智花（１Ｂ）

□女子６３㎏級　：　篠崎　英夢（１Ｂ）＊関東ジュニア柔道体重別選手権大会出場決定

資料（２）
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団体名 種別 結 果 大会期日大 会 名（会 場）及び 出 場 選 手 等

5/30

ベスト１６

ベスト１６

３回戦敗退

３回戦敗退

ベスト８

6/20

１　位

３　位

4/10～5/24

6/6～10

6/26～7/11

6/20

優　勝

5/29、30

8/10～12

8/28～10/2

８　位

9/4～10/10

団体 ２　位

個人 得点王

4/23～25

団体 ４　位

３　位

６　位

６　位

9/1～4

団体 ４　位

個人 ６　位

個人 ８　位

個人 ９　位

個人 ３　位

個人 ４　位

個人 ６　位

個人 ８　位

個人 ４　位

個人 ４　位

個人 ４　位

団体 ６　位

個人 ５　位

5/20～23

個人 ◇女子ハンマー投　：　松島　成美（４Ｐ）　＊武大記録更新 ５９ｍ４３ 優　勝

個人 ◇女子やり投　：　石田　雲母（４Ｐ）　＊武大記録更新 ４９ｍ７３ ５　位

個人 ◇男子走幅跳　：　山浦　渓斗（３Ｐ） ７ｍ６４（+５.３） ５　位

団体 ◇４×１００ｍＲ　：

谷川廉（４Ｐ）、橋本大輝（２Ｐ）、沼畑大（２Ｐ）、黒澤大希（１Ｐ） ４０秒９２ ８　位

6/25～27

個人 ◇女子ハンマー投　：　松島　成美（４Ｐ） ５７ｍ１８ ７　位

◇女子ハンマー投  ：  松島  成美（４Ｐ） ５９ｍ７２

団体

個人 　◇女子個人種目別選手権　　平均台　：　千葉　せれが（４Ｐ）

優　勝

優　勝

□１回戦　：　本学　７　－　０　東京理科大学

□２回戦　：　本学　８　－　３　東京情報大学

□準決勝　：　本学　３　－　２　淑徳大学

□決　勝　：　本学　３　－　２　千葉経済大学

◇男子個人組手　：　三橋　龍斗（３Ｂ）

◇男子個人組手　：　松岡　駿　（１Ｂ）

◇女子個人組手　：　片貝　なずな（２Ｂ）＊全日本学生空手道選手権大会出場決定

体　操

陸上競技

団体

第４３回東日本学生ハンドボール選手権大会　≪カメイアリーナ仙台 他≫

□女子a組　；　本学　４４　－　２２　金沢大学

２　位□女子a組　：　本学　４５　－ 　５　東海大学札幌

□女子a組　：　本学　２７　－　３６　富士大学

団体

REGIONAL WOMEN'S　SEVENS 2021 women's sevens 2021　≪麗澤大学≫

　□リーグ戦１試合目　　本学　２９　－　　５　湘南ベルマーレ

３　位
　□リーグ戦２試合目　　本学　　５　－　２６　Brave Louve
　□リーグ戦３試合目　　本学　　０　－　４３　横河武蔵野Artemi-Stars

□３位決定戦 本学　４５　－　２４　湘南ベルマーレ

団体

２０２１年度千葉県大学野球新人戦　≪長生の森野球場 他≫

・ゆ　か  ：  鶴岡  陽太（４Ｐ）

□女子団体総合選手権（２部）

２０２１年度千葉県大学野球秋季リーグ戦　≪ＪＦＥ東日本犬成球場 他≫

□５勝３敗２分  勝ち点１７

関東学生ハンドボール秋季２部リーグ戦　≪立教大学 他≫

□男子  １勝７敗

野　球

ラグビー

ハンドボール

◇樹脂種目別選手権（２部）

・平均台  ：  千葉  せれが（４Ｐ）

・鉄　棒  ：  長谷川  竜弥（４Ｐ）

・鉄　棒  ：  小倉  拓己（４Ｐ）

・あん馬　：  長谷川  竜弥（４Ｐ）

・ゆ　か  ：  家村  魁人（４Ｐ）

団体 ３　位 9/4～10/10

関東女子学生ハンドボール秋季２部リーグ戦　≪開智望小学校 他≫

□女子  ５勝１敗

◇後藤  絢香（３Ｐ）

優　勝 9/17～19

第７５回全日本学生体操競技選手権大会　≪このはなアリーナ≫

□男子団体総合選手権（２部）

◇男子団体総合選手権（２部）  ：  長谷川  竜弥（４Ｐ）

◇男子団体総合選手権（２部）  ：  大川  諄　（２Ｐ）

個人
天皇賜盃第９０回日本学生陸上競技対校選手権大会　≪熊谷スポーツ文化公園陸上競技場≫

第１０５回日本陸上競技選手権大会　≪長居運動公園陸上競技場≫

少林寺拳法

２０２１年少林寺拳法全国大会千葉県予選会　≪船橋アリーナ≫

◇一般男子三段・四段の部　：　髙橋　慎太郎（３Ｐ）、川﨑　春陽（２Ｐ）

◇一般男子三段・四段の部　：　田中　恵斗（４Ｂ）、髙畑　佳菜実（２Ｐ）

空手道

第４９回関東学生空手道選手権大会　≪帝京大学八王子キャンパス≫

◇男子個人組手　：　荒川　雅俊（３Ｂ）＊全日本学生空手道選手権大会出場決定

◇男子個人組手　：　池澤　海　（３Ｂ）＊全日本学生空手道選手権大会出場決定
個人

団体

団体

第７０回全日本大学野球選手権大会　≪明治神宮野球場≫

　◇１回戦　　　本学　５　－　３　桐蔭横浜大学

　◇２回戦　　　本学　４　－　６　関西学院大学

団体

第１００回関東学生陸上競技対校選手権大会　≪相模原ギオンスタジアム≫

◇男子団体総合選手権（２部）  ：  家村  魁人（４Ｐ）

◇男子種目別選手権（２部）

・鉄　棒  ：  鶴岡  陽太（４Ｐ）

・鉄　棒  ：  大川  諄　（２Ｐ）

２０２１年度千葉県大学野球春季リーグ戦　≪長生の森野球場 他≫

　□１０勝３敗１分　勝ち点５　　＊全日本大学野球選手権大会出場決定

第３６回東日本学生体操競技グループ選手権大会　≪栃木県総合運動公園≫

　□女子団体総合選手権　　　＊東日本学生体操競技選手権大会（女子団体）出場決定

　◇女子個人種目別選手権　　跳　馬　：　千葉　せれが（４Ｐ）

第４４回千葉県会長杯大学ラグビー大会　≪千葉工業大学≫

　◇男子：　　本学　　２９　－　５　千葉工業大学

　◇女子個人種目別選手権　　ゆ　か　：　千葉　せれが（４Ｐ）

団体
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団体名 種別 結 果 大会期日大 会 名（会 場）及び 出 場 選 手 等

6/13～8/15

２部残留

8/13～16

団体 □男子４部　 １１４ポイント 総合１位

個人 　◇８００ｍ自由形　：　横倉　海斗（２Ｐ） ９分１４秒２６ ２　位

個人 　◇８００ｍ自由形　：　寺田　陸　（３Ｐ） ９分３６秒１４ ４　位

個人 　◇４００ｍ自由形　：　横倉　海斗（２Ｐ） ４分２３秒０８ ２　位

個人 　◇４００ｍ自由形　：　丸川　雅弘（２Ｐ） ４分４８秒６４ ８　位

個人 　◇　５０ｍ自由形　：　赤城　翼　（３Ｐ） ２４秒９８ ６　位

個人 　◇２００ｍ背泳ぎ　：　松田　龍眞（３Ｐ） ２分１７秒７６ １　位

個人 　◇２００ｍ背泳ぎ　：　安齊　泰樹（２Ｐ） ２分２２秒５６ ３　位

個人 　◇１００ｍ背泳ぎ　：　松田　龍眞（３Ｐ） １分００秒３２ ２　位

個人 　◇１００ｍ背泳ぎ　：　安齊　泰樹（２Ｐ） １分０４秒７４ ６　位

個人 　◇２００ｍ平泳ぎ　：　佐藤　大翔（２Ｐ） ２分２５秒５９ １　位

個人 　◇２００ｍ平泳ぎ　：　神野　光汰（２Ｐ） ２分３１秒５０ ３　位

個人 　◇１００ｍ平泳ぎ　：　神野　光汰（２Ｐ） １分０６秒３６ ２　位

個人 　◇１００ｍ平泳ぎ　：　佐藤　大翔（２Ｐ） １分０６秒５９ ３　位

個人 　◇４００ｍ個人メドレー　：　原口　柊斗（３Ｐ） ４分４５秒３０ ２　位

個人 　◇４００ｍ個人メドレー　：　石松　颯太（４Ｐ） ５分０８秒０１ ４　位

個人 　◇２００ｍ個人メドレー　：　原口　柊斗（３Ｐ） ２分１２秒０６ ２　位

個人 　◇２００ｍ個人メドレー　：　石松　颯太（４Ｐ） ２分２０秒９３ ７　位

団体 　◇４×１００ｍメドレーリレー：　松田龍眞、佐藤大翔、原口柊斗、赤城翼 ３分５９秒４５ ２　位

団体 　◇４×１００ｍフリーリレー　：　原口柊斗、赤城翼、松田龍眞、横倉海斗 ３分４１秒３０ ３　位

団体 　◇４×　５０ｍフリーリレー　：　赤城翼、松田龍眞、原口柊斗、石松颯太 １分４０秒２５ ５　位

□女子２部

個人 　◇１００ｍ平泳ぎ　：　唐鎌　紀絵（３Ｐ） １分１４秒６１ ５　位

個人 　◇２００ｍ平泳ぎ　：　唐鎌　紀絵（３Ｐ） ２分４４秒６０ ６　位

個人 　◇２００ｍ個人メドレー　：　江原　未玲（２Ｐ） ２分３０秒４７ ６　位

6/１３～8/15

２部残留

9/26

個人 ７　位

団体 ３　位

個人 ２０位

10/3

７　位

２０位

5/1～3

7/2～4

7/16～18

9/10～13

10/23～10/25

団体

団体

8/7、8

団体 ３　位

団体 ２　位

個人 ベスト８

10/17

団体

２部リーグ
準優勝

団体

団体

団体

団体

個人

第３６回東日本大学男子ソフトボール選手権大会　≪岩手県八幡平市松尾総合運動公園≫

　◇１回戦　　：　本学　　７　―　０　　仙台大学

３　位　◇準々決勝　：　本学　　７　―　０　　盛岡大学

　◇決勝　　　：　本学　　１　―　８　　日本体育大学

準優勝

　□リーグ戦２試合目　　本学　　８　―　　２　東海大学

　□リーグ戦３試合目　　本学　　１　―　　４　城西大学

　□リーグ戦４試合目　　本学　１２　―　　０　都留文科大学

　□リーグ戦５試合目　　本学　　４　―　　０　東京理科大学

第２９回関東学生男女ソフトボール選手権大会　兼　第５６回全日本大学男女ソフトボール選手権大会
関東地区（東京都除く）予選会　≪笠松運動公園≫

第１６回関東学生ソフトボールリーグ戦　≪烏川緑地公園≫

　□リーグ戦１試合目　　本学　１１　―　　０　東京国際大学

　◇２回戦　　：　本学　１２　―　２　　高崎経済大学

ソフトボール

　□１回戦　　：  本学　  ５　―　０　　東京大学

　□２回戦　　：  本学　  ０　―　２　　早稲田大学

第５４回東日本学生居合道大会　≪青山学院大学≫

　◇伊藤  悠（１Ｂ）

　◇男子フィジークの部  ：  加藤  宏太（４Ｐ）

　◇男子ボディビルの部  ：  石岡  大輔（４Ｐ）

　◇１回戦 　 ：  本学　　５　―　　３　　九州共立大学

　◇２回戦　　：  本学    ４　―　　２　　高知工科大学

　◇準々決勝　：  本学    １　―　　０　　関西大学

　◇準決勝　  ：  本学　　０　―　１１　　福岡大学

　□水球（２部Ｂリーグ）  ：  ４勝０敗

第６１回関東学生ボディビル選手権大会　≪日野市民会館≫

　◇男子フィジークの部  ：  加藤  宏太（４Ｐ）

　□男子フィジークの部

居合道 個人 初戦敗退

２回戦敗退

第５２回関東大学ソフトボール選手権大会　≪赤城総合運動自然公園≫

文部科学大臣杯第５６回全日本大学男子ソフトボール選手権大会　≪富山市岩瀬スポーツ公園≫

３　位

２部リーグ
準優勝

なぎなた

第６０回全日本学生なぎなた選手権大会　≪山形県総合運動公園≫

　□演武の部　：　上江洲 誉（２Ｂ）、石塚　季夏子（４Ｂ）

　□公開競技男子団体の部　：　榊原　悠太（３Ｂ）、丁　啓棟（１Ｂ）

　◇公開競技男子個人の部　：　榊原　悠太（３Ｂ）

優　勝　◇準決勝　　：　本学　　６　―　１　　東海大学

　◇決　勝　　：　本学　　３　―　２　　城西大学

　□水球（１部、２部入替戦）  ：  本学  ５  -  １２  慶應義塾大学（雷雨のため２Ｐ終了）

パワーリフティング

２０２１年（令和３年）度  関東学生水球リーグ戦　≪日本体育大学健志台 他≫

　□水球（２部順位決定戦）  ：  本学  ０  -  １５  成蹊大学

２０２１年（令和３年）度　関東学生水球リーグ戦　≪日本体育大学健志台　他≫

　□水球（２部Ｂリーグ）　：　４勝０敗

　□水球（２部順位決定戦）　：　本学　０　-　１５　成蹊大学

　□水球（１部、２部入替戦）：　本学　５　-　１２　慶應義塾大学（雷雨のため２Ｐ終了）

第９４回関東学生選手権水泳競技大会　≪横浜国際プール≫

団体

　◇男子ボディビルの部  ：  石岡  大輔（４Ｐ）

第５５回全日本学生ボディビル選手権大会　≪福生市民会館≫

水　泳
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Ⅲ 財務の概要 

 １．2021 年度決算について 

   学校法人国際武道大学の 2021 年度決算は、2022 年 5 月 25 日に開催された理事会及び評議員会
において承認されました。 
当期は、経済情勢、その他の社会的事情を考慮し、学費等の据え置きを行いました。 

 

 ○資金収支計算書 

「資金収支計算書」は、学校法人の当該会計年度における教育研究等の諸活動に対応するすべて
の収入及び支出の内容を科目別に明らかにし、かつ、支払資金の収入及び支出のてん末を明らかに
するものです。 
今年度から預り金については総額表示としたため、収入の部「その他の収入」、支出の部「その他

の支出」については、予算を上回ることとなりました。その他の科目については、ほぼ予算どおり
となりました。 

（注）表の金額は百万円未満を四捨五入しているため、合計など数値が一致しない場合があります。 

資金収支計算書 

2021 年 4 月 1 日 

2022 年 3 月 31 日 

（単位：百万円） 

収入の部 

科 目 予 算 決 算 差 異 

学生生徒等納付金収入 2,150 2,161 △    11 

手数料収入 13 14 △     1 

寄付金収入 1 2 △     1 

補助金収入 216 219 △     3 

資産売却収入 0 0 0 

付随事業・収益事業収入 3 3 △     0 

受取利息・配当金収入 57 59 △     2 

雑収入 69 76 △     7 

借入金等収入 0 0 0 

前受金収入 229 222 8 

その他の収入 334 775 △   442 

資金収入調整勘定 △   289 △   291 2 

前年度繰越支払資金 3,059 3,059  

収入の部合計 5,841 6,296 △   455 

    

支出の部 

科 目 予 算 決 算 差 異 

人件費支出 1,257 1,245 11 

 （うち教職員等人件費支出） 1,162 1,150 12 

 （うち退職金支出） 95 95 △     0 

教育研究費支出 825 796 29 

管理経費支出 281 276 5 

借入金等利息支出 0 0 0 

借入金等返済支出 0 0 0 

施設関係支出 152 152 1 

設備関係支出 80 68 12 

資産運用支出 330 331 △     1 

その他の支出 245 671 △   426 

〔予備費〕 0  0 

資金支出調整勘定 △   187 △   166 △    21 

翌年度繰越支払資金 2,858 2,922 △    64 

支出の部合計 5,841 6,296 △   455 
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○活動区分資金収支計算書 

活動区分資金収支計算書は、資金収支計算書の決算額を次の 3 つの活動区分ごとに区分し、活
動ごとの資金の流れを明らかにするものであり、企業会計におけるキャッシュフロー計算書に相
当します。 

1 教育活動による資金収支 
    2 施設設備等活動による資金収支 
    3 その他の活動による資金収支 

（注）表の金額は百万円未満を四捨五入しているため、合計など数値が一致しない場合があります。 

 

○事業活動収支計算書 

    「事業活動収支計算書」は、当該会計年度の次に掲げる活動に対応する事業活動収入及び事業
活動支出の内容を明らかにするとともに、基本金に組み入れる額を控除した諸活動に対応する全
ての事業活動収入及び事業活動支出の均衡の状態を明らかにし、学校法人の経営状況が健全であ
るかどうかを示すものです。 

     1 教育活動 
     2 教育活動以外の経常的な活動 
     3 上記以外の活動 

具体的には、事業活動収入は、学生生徒等納付金、手数料、寄付金、補助金などの法人に帰属
する収入で、借入金、前受金収入など負債とならない収入を計算します。事業活動支出は、消費
する資産の取得価額及び用役の対価に基づいて計算します。3 つの活動ごとに事業活動収入と事
業活動支出を対照して行い、事業活動収入の額から事業活動支出の額を控除し、その残額から基
本金組入額（校地、校舎、機器備品、図書などの取得、或いはそのために借り入れた借入金の返
済、将来取得のための引当金などの資本的支出に充てる額）を控除して行います。 

 

活動区分資金収支計算書 
2021 年 4 月 1 日 
2022 年 3 月 31 日 

（単位：百万円） 

科 目 決 算 

教育活動による資金収支 

 教育活動資金収入計 2,473 

 教育活動資金支出計 2,318 

 差引 155 

 調整勘定等 △    12 

 教育活動資金収支差額 143 

施設設備等活動による資金収支 

 施設設備等活動資金収入計 207 

 施設設備等活動資金支出計 548 

 差引 △   340 

 調整勘定等 △     2 

 施設設備等活動資金収支差額 △   342 

小計(教育活動資金収支差額+施設設備等活動資金収支差額) △   199 

その他の活動による資金収支 

 その他の活動資金収入計 497 

 その他の活動資金支出計 435 

 差引 62 

 調整勘定等 0 

 その他の活動資金収支差額 62 

支払資金の増減額(小計+その他の活動資金収支差額) △   137 

前年度繰越支払資金 3,059 

翌年度繰越支払資金 2,922 
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「基本金組入額」とは、学校法人が教育研究等の諸活動の計画に基づき必要な資産（校地、校
舎、機器備品、図書、現金・預金など）を継続的に保持するために維持すべきものとして事業活
動収入のうちから組み入れた金額です。 
基本金には第 1 号基本金から第 4 号基本金まで 4 種類あり、学校法人会計基準に定められてい

ます。 
第 1 号基本金：規模の拡大や設備の充実のために支出した金額。 
第 2 号基本金：規模拡大や設備の充実のために将来取得する固定資産の取得に充てる金額。 
第 3 号基本金：基金として継続に保持し、その運用果実を奨学基金に充てる。 
第 4 号基本金：恒常的に保持すべき資金として別に文部科学大臣が定める額。 
 
事業活動収入及び事業活動支出については、概ね予算どおりとなりました。「人件費」について

は、資金収支での支出金額のほかに、退職給与引当金繰入額が含まれています。また「教育研究
経費」及び「管理経費」にはそれぞれ減価償却額が含まれています。当期の基本金組入前当年度
収支差額は、118百万円の支出超過となり、基本金の組入を 126百万円行った結果、244百万円の
支出超過となりました。また、翌年度繰越収支差額が前年度に比べ 62百万円減少しました。 

 

事業活動収支計算書 
2021 年 4 月 1 日 
2022 年 3 月 31 日 

（単位：百万円） 

教
育
活
動
収
支 

科 目 予 算 決 算 差 異 

事業活動収入の部 

学生生徒等納付金 2,150 2,161 △    11 

手数料 13 14 △     1 

寄付金 1 2 △     1 

経常費等補助金 216 219 △     3 

付随事業収入 3 3 △     0 

雑収入 70 77 △     7 

教育活動収入計 2,453 2,474 △    22 

事業活動支出の部 

人件費 
（うち教職員人件費等） 

1,247 
1,162 

1,237 
1,150 

10 
12 

（うち退職給与引当金繰入額） 
（うち退職金） 

62 
23 

63 
23 

△     1 
△     0 

教育研究経費 
（うち減価償却額） 

1,118 
293 

1,089 
293 

29 
△     0 

管理経費 
（うち減価償却額） 

316 
35 

311 
34 

5 
1 

徴収不能額等 10 11 △     1 

教育活動支出計 2,692 2,648 44 

教育活動収支差額 △   239 △   174 △    65 

教
育
活
動
外
収
支 

事業活動収入の部 

受取利息・配当金 57 59 △     2 

その他の教育活動外収入 0 0 0 

教育活動外収入計 57 59 △     2 

事業活動支出の部 

借入金等利息 0 0 0 

その他の教育活動外支出 0 0 0 

教育活動外支出計 0 0 0 

教育活動外収支差額 57 59 △     2 

経常収支差額 △   182 △   115 △    67 
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   （注）表の金額は百万円未満を四捨五入しているため、合計など数値が一致しない場合があります。 

  

特
別
収
支 

事業活動収入の部 

資産売却差額 0 0 0 

その他の特別収入 1 1 △     0 

特別収入計 1 1 △     0 

事業活動支出の部 

資産処分差額 6 3 2 

その他の特別支出 0 0 0 

特別支出計 6 3 2 

特別収支差額 △     5 △     3 △     2 

〔予備費〕 (     0) 
0 

  
 

0 

基本金組入前当年度収支差額 △   187 △   118 △    69 

基本金繰入額合計 △   119 △   126 7 

当年度収支差額 △   306 △   244 △    63 

前年度繰越収支差額 2,390 2,390 0 

基本金取崩額 0 0 0 

翌年度繰越収支差額 2,084 2,146 △    63 

（参考）    

事業活動収入計 2,510 2,534 △    24 

事業活動支出計 2,697 2,651 46 
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○貸借対照表 

「貸借対照表」は、期末時点での財産の状態を明らかにしたものです。 
当期の総資産は 26,092 百万円で、純資産は 24,862 百万円となりました。 

  （注）表の金額は百万円未満を四捨五入しているため、合計など数値が一致しない場合があります。 

貸借対照表 

2022 年 3 月 31 日 

（単位：百万円） 

資産の部 

科 目 本年度末 前年度末 増 減 

固定資産 23,113 23,109 4 

 有形固定資産 10,843 10,952 △   109 

  土地 5,671 5,671 0 

  建物・構築物 4,581 4,705 △   124 

  機器備品 140 117 23 

  図書 430 428 2 

  その他 21 30 △    10 

 特定資産 12,261 12,147 114 

 その他の固定資産 9 10 △     1 

  ソフトウエア 0 1 △     1 

  有価証券 1 1 0 

  その他 8 8 0 

流動資産 2,979 3,194 △   215 

  現金預金 2,922 3,059 △   137 

  その他 58 135 △    78 

資産の部合計 26,092 26,303 △   211 

負債の部 

固定負債 790 808 △    18 

  退職給与引当金 
  その他 

779 

11 

789 

20 

△     9 

△     9 

流動負債 440 515 △    75 

  前受金 222 227 △     5 

  その他 218 288 △    70 

負債の部合計 1,230 1,323 △    93 

純資産の部 

基本金 22,716 22,590 126 

  第１号基本金 21,174 21,051 123 

  第３号基本金 1,365 1,362 3 

  第４号基本金 177 177 0 

繰越収支差額 2,146 2,390 △   244 

  翌年度繰越収支差額 2,146 2,390 △   244 

純資産の部合計 24,862 24,980 △   118 

負債及び純資産の部合計 26,092 26,303 △   211 

注記 減価償却額の累計額        9,849 百万円 

基本金未組入額               20 百万円 
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２．財務状況等の経年比較 

○学生数・教職員数・財務比率などの推移 
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 資金収支の推移 

（単位：百万円）

決算額 伸　率 決算額 伸　率 決算額 伸　率 決算額 伸　率 決算額 伸　率

学生生徒等納付金収入 2,260 -7.6% 2,134 -5.6% 2,115 -0.9% 2,162 2.2% 2,161 0.0%

手数料収入 17 -2.5% 17 3.4% 17 -4.0% 15 -11.4% 14 -7.5%

寄付金収入 3 6.8% 2 -27.9% 2 17.5% 1 -56.6% 2 92.5%

補助金収入 153 14.6% 156 2.1% 153 -2.0% 238 55.5% 219 -8.1%

資産売却収入 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

付随事業・収益事業収入 11 -14.4% 17 53.6% 10 -38.2% 3 -70.9% 3 -8.1%

受取利息・配当金収入 21 -20.1% 44 108.5% 45 3.7% 61 34.0% 59 -3.3%

雑収入 98 -7.4% 80 -18.7% 227 183.6% 130 -42.7% 76 -41.9%

借入金等収入 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

前受金収入 250 -28.2% 259 3.4% 249 -3.7% 227 -8.9% 222 -2.3%

その他の収入 175 75.4% 106 -39.2% 339 218.3% 354 4.6% 775 118.8%

資金収入調整勘定 △ 420 -11.1% △ 322 -23.4% △ 324 0.7% △ 384 18.6% △ 291 -24.2%

前年度繰越支払資金 3,835 1.5% 3,631 -5.3% 3,307 -8.9% 3,121 -5.6% 3,059 -2.0%

収入の部合計 6,403 -1.5% 6,124 -4.4% 6,141 0.3% 5,927 -3.5% 6,296 6.2%

人件費支出 1,330 -2.1% 1,334 0.2% 1,293 -3.1% 1,339 3.6% 1,245 -7.0%

（うち教職員等人件費支出） 1,227 -1.4% 1,211 -1.4% 1,214 0.2% 1,163 -4.2% 1,150 -1.1%

（うち退職金支出） 103 -10.3% 123 19.3% 79 -35.7% 176 122.8% 95 -46.1%

教育研究費支出 668 8.2% 770 15.3% 795 3.1% 790 -0.6% 796 0.8%

管理経費支出 237 -8.8% 256 8.2% 247 -3.3% 227 -8.3% 276 21.9%

借入金等利息支出 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

借入金等返済支出 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

施設関係支出 76 235.6% 92 20.4% 186 102.6% 262 40.4% 152 -42.0%

設備関係支出 103 81.1% 44 -57.2% 29 -33.7% 33 13.6% 68 105.7%

資産運用支出 402 3.6% 365 -9.2% 351 -3.8% 324 -7.8% 331 2.2%

その他の支出 184 26.2% 180 -2.1% 242 34.3% 131 -45.8% 671 411.7%

資金支出調整勘定 △ 228 22.8% △ 224 -1.7% △ 123 -45.2% △ 237 92.4% △ 166 -30.1%

翌年度繰越支払資金 3,631 -5.3% 3,307 -8.9% 3,121 -5.6% 3,059 -2.0% 2,922 -4.5%

支出の部合計 6,403 -1.5% 6,124 -4.4% 6,141 0.3% 5,927 -3.5% 6,296 6.2%

△ 204 -459.7% △ 323 58.4% △ 186 -42.4% △ 62 -66.6% △ 137 120.0%

資
金
支
出
の
部

　　　　　　　　   　年　度

科　目

2017 2018

資
金
収
入
の
部

当年度資金収支差額

2019 20212020
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活動区分資金収支の推移

（単位：百万円）

決算額 伸　率 決算額 伸　率 決算額 伸　率 決算額 伸　率 決算額 伸　率

教育活動資金収入計 2,541 -6.5% 2,406 -5.3% 2,524 4.9% 2,542 0.7% 2,473 -2.7%

教育活動資金支出計 2,235 -0.1% 2,360 5.6% 2,335 -1.1% 2,356 0.9% 2,318 -1.6%

差引 306 -36.5% 45 -85.1% 190 316.8% 187 -1.6% 155 -16.8%

調整勘定等 △ 100 213.3% △ 28 -71.8% △ 44 55.6% 21 -148.7% △ 12 -158.3%

教育活動資金収支差額 206 -54.2% 17 -91.6% 146 741.0% 208 42.7% 143 -31.3%

施設整備等活動資金収入計 55 27.4% 43 -23.3% 279 555.2% 292 4.7% 207 -29.0%

施設整備等活動資金支出計 536 17.2% 461 -14.0% 531 15.1% 618 16.5% 548 -11.4%

差引 △ 481 16.1% △ 419 -12.9% △ 252 -39.8% △ 326 29.5% △ 340 4.2%

調整勘定等 53 -12831.1% 75 43.2% △ 91 -221.2% △ 15 -83.4% △ 2 -86.6%

施設整備等活動資金収支差額 △ 428 3.3% △ 343 -19.8% △ 343 -0.1% △ 341 -0.5% △ 342 0.2%

△ 222 -728.8% △ 326 46.9% △ 197 -39.5% △ 133 -32.4% △ 199 49.3%

その他の活動資金収入計 63 102.7% 44 -30.8% 47 7.5% 74 58.1% 497 570.6%

その他の活動資金支出計 45 368.3% 41 -9.5% 36 -12.6% 3 -91.8% 435 14724.9%

差引 18 -16.7% 3 -84.8% 11 311.3% 71 537.6% 62 -12.4%

調整勘定等 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

その他の活動資金収支差額 18 -16.7% 3 -84.8% 11 311.3% 71 537.6% 62 -12.4%

△ 204 -459.7% △ 323 58.4% △ 186 -42.4% △ 62 -66.6% △ 137 120.0%

3,835 1.5% 3,631 -5.3% 3,307 -8.9% 3,121 -5.6% 3,059 -2.0%

3,631 -5.3% 3,307 -8.9% 3,121 -5.6% 3,059 -2.0% 2,922 -4.5%

2018

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

　　　　　　　　　年　度

科　目

翌年度繰越支払資金

2017

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

小計
（教育活動資金収支差額＋施設整備等活動資金収支差額）

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

支払資金の増減額
（小計＋その他の活動資金収支差額）

前年度繰越支払資金

2019 20212020
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事業活動収支の推移 

（単位：百万円）

決算額 伸　率 決算額 伸　率 決算額 伸　率 決算額 伸　率 決算額 伸　率

学生生徒等納付金 2,260 -7.6% 2,134 -5.6% 2,115 -0.9% 2,162 2.2% 2,161 0.0%

手数料 17 -2.5% 17 3.4% 17 -4.0% 15 -11.4% 14 -7.5%

寄付金 2 -17.4% 1 -41.5% 2 35.4% 1 -41.7% 2 98.3%

経常費等補助金 153 14.6% 156 2.1% 153 -2.0% 232 51.5% 219 -5.7%

付随事業収入 11 -14.4% 17 53.6% 10 -38.2% 3 -70.9% 3 -8.1%

雑収入 98 -8.5% 82 -16.8% 227 177.2% 130 -42.7% 77 -41.1%

教育活動収入計 2,541 -6.6% 2,407 -5.3% 2,524 4.9% 2,542 0.7% 2,474 -2.7%

人件費 1,373 0.4% 1,374 0.1% 1,327 -3.4% 1,325 -0.1% 1,237 -6.7%

（うち教職員人件費等） 1,227 -1.4% 1,211 -1.4% 1,214 0.2% 1,163 -4.2% 1,150 -1.1%

（うち退職給与引当金繰入額） 118 22.8% 90 -23.4% 100 10.8% 124 23.6% 63 -48.9%

（うち退職金） 28 2.1% 73 158.4% 13 -81.8% 39 191.4% 23 -39.5%

教育研究費 988 3.5% 1,064 7.7% 1,078 1.3% 1,082 0.4% 1,089 0.7%

（うち減価償却額） 320 -5.2% 293 -8.3% 283 -3.4% 293 3.4% 293 0.2%

管理経費 273 -9.0% 287 5.3% 279 -2.9% 257 -7.5% 311 20.6%

（うち減価償却額） 36 -10.9% 31 -13.5% 31 0.2% 31 -1.8% 34 11.4%

徴収不能額等 7 -57.0% 12 83.8% 10 -16.2% 6 -43.7% 11 87.3%

教育活動支出計 2,641 0.1% 2,737 3.7% 2,694 -1.6% 2,671 -0.8% 2,648 -0.9%

△ 99 -222.5% △ 330 231.8% △ 169 -48.6% △ 129 -24.0% △ 174 34.9%

受取利息・配当金 21 -20.1% 44 108.5% 45 3.7% 61 34.0% 59 -3.3%

その他の教育活動外収入 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

教育活動外収入計 21 -20.1% 44 108.5% 45 3.7% 61 34.0% 59 -3.3%

借入金等利息 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

その他の教育活動外支出 0 0.0% 0 0.0% 0 - 0 - 0 -

教育活動外支出計 0 0.0% 0 0.0% 0 - 0 - 0 -

21 -20.1% 44 108.5% 45 3.7% 61 34.0% 59 -3.3%

△ 78 -173.1% △ 286 264.6% △ 124 -56.6% △ 68 -45.1% △ 115 68.8%

資産売却差額 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

その他の特別収入 1 6.5% 1 -42.0% 6 599.0% 8 29.4% 1 -88.4%

特別収入計 1 6.5% 1 -42.0% 6 599.0% 8 29.4% 1 -88.4%

資産処分差額 8 572.1% 9 14.0% 4 -53.6% 0 -96.4% 3 2210.6%

その他の特別支出 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

特別支出計 8 572.1% 9 14.0% 4 -53.6% 0 -96.4% 3 2210.6%

△ 6 -3463.4% △ 8 26.7% 2 -121.1% 7 335.3% △ 3 -134.8%

△ 85 -179.0% △ 294 246.6% △ 122 -58.4% △ 61 -50.4% △ 118 93.9%

△ 49 8014.7% △ 8 -84.1% △ 180 2190.7% △ 263 45.5% △ 126 -52.1%

△ 134 -225.7% △ 302 124.8% △ 303 0.3% △ 323 6.8% △ 244 -24.7%

3,452 3.4% 3,318 -3.9% 3,016 -9.1% 2,713 -10.0% 2,390 -11.9%

0 -98.6% 0 - 0 - 0 - 0 -

3,318 -3.9% 3,016 -9.1% 2,713 -10.0% 2,390 -11.9% 2,146 -10.2%

（参考）

2,564 -6.7% 2,452 -4.4% 2,575 5.0% 2,610 1.4% 2,534 -2.9%

2,648 0.3% 2,746 3.7% 2,698 -1.8% 2,671 -1.0% 2,651 -0.7%

2017 2018

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

教育活動収支差額

                              年　度
　科　目

翌年度繰越収支差額

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活

動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

教育活動外収支差額

経常収支差額

特
別
収
支

事
業
活
動
収

入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

特別収支差額

基本金組入前当年度収支差額

基本金組入額合計

当年度収支差額

前年度繰越収支差額

基本金取崩額

事業活動収入計

事業活動支出計

2019 20212020
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 貸借対照表の推移 

（単位：百万円）

決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比

固定資産 23,010 86.1% 23,133 87.3% 23,117 87.9% 23,109 87.9% 23,113 88.6%

　有形固定資産 11,258 42.1% 11,073 41.8% 10,977 41.7% 10,952 41.6% 10,843 41.6%

　　土地 5,671 21.2% 5,671 21.4% 5,671 21.6% 5,671 21.6% 5,671 21.7%

　　建物・構築物 4,966 18.6% 4,791 18.1% 4,713 17.9% 4,705 17.9% 4,581 17.6%

　　機器備品 143 0.5% 137 0.5% 127 0.5% 117 0.4% 140 0.5%

　　図書 422 1.6% 424 1.6% 426 1.6% 428 1.6% 430 1.6%

　　その他 56 0.2% 49 0.2% 40 0.2% 30 0.1% 21 0.1%

　特定資産 11,728 43.9% 12,051 45.5% 12,123 46.1% 12,147 46.2% 12,261 47.0%

　その他の固定資産 24 0.1% 10 0.0% 16 0.1% 10 0.0% 9 0.0%

　　ソフトウエア 17 0.1% 5 0.0% 3 0.0% 1 0.0% 0 0.0%

　　有価証券 1 0.0% 1 0.0% 1 0.0% 1 0.0% 1 0.0%

　　その他 6 0.0% 4 0.0% 13 0.0% 8 0.0% 8 0.0%

流動資産 3,700 13.9% 3,369 12.7% 3,182 12.1% 3,194 12.1% 2,979 11.4%

　　現金預金 3,631 13.6% 3,307 12.5% 3,121 11.9% 3,059 11.6% 2,922 11.2%

　　その他 70 0.3% 62 0.2% 61 0.2% 135 0.5% 58 0.2%

資産の部合計 26,710 100.0% 26,502 100.0% 26,299 100.0% 26,303 100.0% 26,092 100.0%

固定負債 774 2.9% 804 3.0% 831 3.2% 808 3.1% 790 3.0%

　　退職給与引当金 730 2.7% 768 2.9% 802 3.1% 789 3.0% 779 3.0%

　　その他 44 0.2% 36 0.1% 28 0.1% 20 0.1% 11 0.0%

流動負債 479 1.8% 535 2.0% 428 1.6% 515 2.0% 440 1.7%

　　前受金 250 0.9% 259 1.0% 249 0.9% 227 0.9% 222 0.8%

　　その他 229 0.9% 276 1.0% 178 0.7% 288 1.1% 218 0.8%

負債の部合計 1,253 4.7% 1,339 5.1% 1,258 4.8% 1,323 5.0% 1,230 4.7%

基本金 22,139 82.9% 22,147 83.6% 22,327 84.9% 22,590 85.9% 22,716 87.1%

　第１号基本金 20,601 77.1% 20,608 77.8% 20,788 79.0% 21,051 80.0% 21,174 81.1%

　第２号基本金 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

　第３号基本金 1,361 5.1% 1,361 5.1% 1,362 5.2% 1,362 5.2% 1,365 5.2%

　第４号基本金 177 0.7% 177 0.7% 177 0.7% 177 0.7% 177 0.7%

繰越収支差額 3,318 12.4% 3,016 11.4% 2,713 10.3% 2,390 9.1% 2,146 8.2%

　翌年度繰越収支差額 3,318 12.4% 3,016 11.4% 2,713 10.3% 2,390 9.1% 2,146 8.2%

純資産の部合計 25,457 95.3% 25,163 94.9% 25,041 95.2% 24,980 95.0% 24,862 95.3%

26,710 100.0% 26,502 100.0% 26,299 100.0% 26,303 100.0% 26,092 100.0%

8,891 - 9,102 - 9,313 - 9,614 - 9,849 -

53 - 90 - 37 - 28 - 20 -

2017 2018
　　　　　　　　　年度末
　
  科　目

基本金未組入額

資
産
の
部

負
債
の
部

純
資
産
の
部

負債及び純資産の部合計

減価償却額の累計額

20212019 2020
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事業活動収支計算書関係比率の推移

比    率 算   式（＊１００） 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

人件費 ％ ％ ％ ％ ％

経常収入 53.6  56.1  51.6  50.9  48.8  

人件費

学生生徒等納付金 60.8  64.4  62.7  61.3  57.3  

教育研究経費

経常収入 38.6  43.4  41.9  41.6  43.0  

管理経費

経常収入 10.6  11.7  10.8  9.9  12.3  

借入金等利息

経常収入 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

基本金組入前当年度収支差額

事業活動収入 -3.3  -12.0  -4.8  -2.3  -4.6  

事業活動支出

事業活動収入－基本金組入額 105.3  112.4  112.6  93.0  99.7  

学生生徒等納付金

経常収入 88.2  87.1  82.3  83.0  85.3  

寄付金

事業活動収入 0.1  0.1  0.3  0.1  0.1  

補助金

事業活動収入 6.0  6.4  5.9  9.1  8.6  

基本金組入額

事業活動収入 1.9  0.3  7.0  10.1  5.0  

減価償却額

経常支出 13.5  11.8  11.7  12.1  12.4  

経常収支差額

経常収入 -3.1  -11.7  -4.8  -2.6  -4.5  

教育活動収支差額

教育活動収入計 -3.9  -13.7  -6.7  -5.1  -7.0  

（注）「経常収入」＝教育活動収入計＋教育活動外収入計　　「経常支出」＝教育活動支出計＋教育活動外支出計

貸借対照表関係比率の推移

比    率 算    式　（＊１００） 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

固定資産 ％ ％ ％ ％ ％

総資産 86.1  87.3  87.9  87.9  88.6  

有形固定資産

総資産 42.1  41.8  41.7  41.6  41.6  

特定資産

総資産 43.9  45.5  46.1  46.2  47.0  

流動資産

総資産 13.9  12.7  12.1  12.1  11.4  

固定負債

総負債＋純資産 2.9  3.0  3.2  3.1  3.0  

流動負債

総負債＋純資産 1.8  2.0  1.6  2.0  1.7  

運用資産－総負債

総資産 52.8  52.9  53.2  52.8  53.5  

運用資産－外部負債

経常支出 5.7年 5.5年 5.6年 5.6年 5.7年

純資産

総負債+純資産 95.3  94.9  95.2  95.0  95.3  

繰越収支差額

総負債＋純資産 12.4  11.4  10.3  9.1  8.2  

固定資産

純資産 90.4  91.9  92.3  92.5  93.0  

固定資産

純資産＋固定負債 87.7  89.1  89.4  89.6  90.1  

流動資産

流動負債 772.8  629.7  744.3  620.1  677.0  

総負債

総資産 4.7  5.1  4.8  5.0  4.7  

総負債

純資産 4.9  5.3  5.0  5.3  4.9  

現金預金

前受金 1450.8  1278.1  1252.8  1347.2  1317.6  

退職給与引当特定資産

退職給与引当金 100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  

基本金

基本金要組入額 99.8  99.6  99.8  99.9  99.9  

減価償却累計額（図書を除く）

減価償却資産取得価格（図書を除く） 63.2  64.6  65.6  63.5  64.6  

運用資産

要積立額 139.8  136.7  132.8  129.3  126.6  

活動区分資金収支計算書関係比率の推移

比    率 算    式　（＊１００） 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

教育活動資金収支差額 ％ ％ ％ ％ ％

教育活動資金収入計 8.1  0.7  5.8  8.2  5.8  

（注）教育活動資金収支差額＝教育活動資金収入計－教育活動資金支出計＋教育活動調整勘定等

1 教育活動資金収支差額比率

19 減価償却比率

17 退職給与引当特定資産保有率

18 基本金比率

20 積立率

10 繰越収支差額構成比率

15 負債比率

16 前受金保有率

13 流動比率

14 総負債比率

11 固定比率

12 固定長期適合率

7 内部留保資産比率

8 運用資産余裕比率

9 純資産構成比率

11 基本金組入率

12 減価償却額比率

9 寄付金比率

10 補助金比率

7 基本金組入後収支比率

8 学生生徒等納付金比率

5 借入金等利息比率

6 事業活動収支差額比率

3 教育研究経費比率

4 管理経費比率

1 人件費比率

2 人件費依存率

13 経常収支差額比率

14 教育活動収支差額比率

2 有形固定資産構成比率

6 流動負債構成比率

1 固定資産構成比率

4 流動資産構成比率

3 特定資産構成比率

5 固定負債構成比率
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３．その他

①有価証券の状況

区分 銘　柄

債券 コーラブル・クレジット・リンク債（10年）

債券
インバース型・デジタルクーポン型
株価指数リンク円満債（10年）

債券 デジタルクーポン型株価指数リンク円満債（10年）

債券 デジタルクーポン型株価指数リンク円満債（10年）

債券
㈱みずほフィナンシャルグループ
第12回無担保社債（10年）

債券
三井住友トラスト・ホールディングス㈱
第6回無担保社債（10年）

債券 シングルネーム・クレジット･リンク債（10年）

債券 シングルネーム・クレジット･リンク債（10年）

債券 シングルネーム・クレジット･リンク債（5年）

債券 埼玉県平成26年度第8回公募公債（10年）

債券 愛知県平成26年度第16回公募公債（10年）

債券 コーラブル・クレジット・リンク債（5年）

債券 コーラブル・クレジット・リンク債（10年）

債券 第383回大阪府公募公債（10年）

債券 千葉市債平成26年度第1回公募公債（10年）

債券 マルチ・アセット運用指数連動債（10年）

債券 マルチ・アセット運用指数連動債（10年）

債券 クレジット・リンク債（5年）

債券 クレジット・リンク債（6年10ヶ月）

債券 円貨建てクレジット・リンク債（5年）

債券 円貨建てクレジット・リンク債（5年）

株式 東海教育産業㈱（20,000株）

②寄付金の状況

③関連当事者等との取引の状況

　　ア）関連当事者

事業内容 資本金等 出資割合 摘要

弁護士 － －

施設設備引当特定資産

平山正剛（理事） 顧問弁護士料　1,200,000円

計

会社等の名称 取引の内容

寄付金の種類 寄付者 金額（円）

一般寄付金 － 2,000,000

8,190,483,950

退職給与引当特定資産

有価証券

1,000,000,000

945,100,000

100,816,500

151,076,850

97,660,000

243,150,000

202,717,600

101,324,000

486,200,000

1,271,140,000

100,519,000

919,070,000

1,300,000,000

200,000,000

時価（円）帳簿価額（円）

1,000,000,000

100,000,000

500,000,000 488,600,000

500,000,000 496,750,000

300,000,000 297,240,000

500,000,000 498,500,000

500,000,000 499,550,000

300,000,000

500,000 －

8,400,500,000

300,000,000 299,760,000

200,000,000 199,580,000

300,000,000 299,370,000

150,000,000

100,000,000

250,000,000

200,000,000

100,000,000

500,000,000

100,000,000

表示科目

施設設備引当特定資産

施設設備引当特定資産

施設設備引当特定資産

施設設備引当特定資産

施設設備引当特定資産

施設設備引当特定資産

施設設備引当特定資産

施設設備引当特定資産

施設設備引当特定資産

194,520,000

施設設備引当特定資産

施設設備引当特定資産

施設設備引当特定資産

施設設備引当特定資産

施設設備引当特定資産

施設設備引当特定資産

297,840,000

施設設備引当特定資産

施設設備引当特定資産

第３号基本金引当特定資産

施設設備引当特定資産
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Ⅳ．処務概要 

１．会議（理事会・評議員会・常務理事会） 
2021年度の学校法人国際武道大学理事会、評議員会、常務理事会を次のとおり開催した。 

① 理事会（理事定数 寄附行為第 5条第 1項第一号 10 名以上 15名以内 現在数 13名）

第１回 2021年 5月 27日（木）13:15～14:15 オンライン会議

出席理事 9名、委任状提出理事 4名、出席監事 2名 

議案 

第 1号議案「2021年度収支予算の修正」について 

第 2号議案「2020年度事業報告」について 

第 3号議案「2020年度決算」について 

第 4号議案「2022年度入学検定料､入学金及び学費」について 

第 5号議案「学生食堂の改修」について 

第 6号議案「学生食堂の運営補助」について 

第 7号議案「規程及び規則等」について 

第 8号議案 その他 

報告事項 

1.「2021年 3月 24日以降の主な行事等活動と予定」について

2.「名誉客員教授の委嘱」について

3.「2021年度入試結果」について

4.「2020年度進路（就職）決定状況」について

5.「組織改編に伴う改修工事の進捗」について

6.「新型コロナウイルス感染症における本学の対応」について

第２回 2021年 7月 1日（木）13:00 書面議決 

書面議決理事 13名、監事 2名 

議案 

第 1号議案「2022年度予算編成の基本方針」について 

第 2号議案「理事の競業の承認」について 

第 3号議案「規程及び規則等」について 

第３回 2022年 2月 24日（木）13:40～14:30 オンライン会議 

出席理事 6名、委任状提出理事 7名、出席監事 2名 

議案 

第 1号議案「寄附行為の変更」について 

第 2号議案「2021年度収支予算の補正予算（案）」について 

第 3号議案「学長人事」について 

第 4号議案「規程及び規則等」について 

第 5号議案 その他 

報告事項 

1.「2021年 5月 28日以降の主な行事等活動と予定」について

2.「松前重義博士の野球殿堂入り」について

3.「入試」について

4.「新型コロナウイルス感染症における本学の対応」について

5.「学生食堂のリニューアルオープン」について

6.「学生食堂の運営補助」について

7.「ヨーロッパオフィス」について
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8.「教員の公募」について 

9.「大学評価」について 

 

第４回 2022年 3月 23日（水）13:30～14:00 国際武道大学1号館会議室（対面及びｵﾝﾗｲﾝ併用会議） 

出席理事 7名、委任状提出理事 6名、出席監事 2名 

議案 

第 1号議案「中期計画」について 

第 2号議案「2022年度事業計画」について 

第 3号議案「2022年度収支予算」について 

第 4号議案「理事及び評議員の選任」について 

第 5号議案「役員賠償責任保険の契約更新」について 

第 6号議案「組織の名称変更」について 

第 7号議案「規程及び規則等」について 

第 8号議案 その他 

報告事項 

1.「2021年 2月 24日以降の主な行事等活動と予定」について 

2.「入試」について 

3.「人事」について 

4.「副学長」について 

5.「役職位者」について 

6.「オリンピック・パラリンピック支援課の廃止」について 

7.「溜池（調整池）の契約」について 

8.「新型コロナウイルス感染症における本学の対応」について 

 

第５回 2022年 3月 23日（水）14:45～15:00 国際武道大学1号館会議室（対面及びｵﾝﾗｲﾝ併用会議） 

出席理事 7名、委任状提出理事 6名、出席監事 2名 

報告事項 

1.「理事及び評議員の選任」について 
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② 評議員会（評議員定数 寄附行為第 21条第 2項 21名以上 31名以内 現在数 29名） 

 

第１回 2021年 5月 27日（木）13:00～13:10 オンライン会議 

出席評議員 22名、委任状提出評議員 7名、出席監事 2名 

議案 

第 1号議案「2021年度収支予算の修正」について 

 

第２回 2021年 5月 27日（木）14:20～15:30 オンライン会議 

出席評議員 22名、委任状提出評議員 7名、出席監事 2名 

議案 

第 1号議案「2020年度事業報告」について 

第 2号議案「2020年度決算」について 

第 3号議案「2022年度入学検定料､入学金及び学費」について 

第 4号議案「学生食堂の改修」について 

第 5号議案「学生食堂の運営補助」について 

第 6号議案 その他 

報告事項 

1.「2021年 3月 24日以降の主な行事等活動と予定」について 

2.「名誉客員教授の委嘱」について 

3.「2021年度入試結果」について 

4.「2020年度進路（就職）決定状況」について 

5.「組織改編に伴う改修工事の進捗」について 

6.「新型コロナウイルス感染症における本学の対応」について 

7．「規程及び規則等」について 

 

第３回 2021年 7月 1日（木）13:00 

書面議決評議員 29名、監事 2名 

議案 

第 1号議案「2022年度予算編成の基本方針」について 

第 2号議案「理事の競業の承認」について 
 

第４回 2022年 2月 24日（木）13:00～13:30 オンライン会議 

出席評議員 20名、委任状提出評議員 8名、欠席評議員 1名、出席監事 2名 

議案 

第 1号議案「寄附行為の変更」について 

第 2号議案「2021年度収支予算の補正予算（案）」について 

第 3号議案 その他 
 

第５回 2022年 2月 24日（木）14:40～15:00 オンライン会議 

出席評議員 20名、委任状提出評議員 8名、欠席評議員 1名、出席監事 2名 

議案 

第 1号議案「学長人事」について 

第 2号議案 その他 

報告事項 

1.「2021年 5月 28日以降の主な行事等活動と予定」について 

2.「松前重義博士の野球殿堂入り」について 

3.「入試」について 

4.「新型コロナウイルス感染症における本学の対応」について 
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5.「学生食堂のリニューアルオープン」について 

6.「学生食堂の運営補助」について 

7.「ヨーロッパオフィス」について 

8.「教員の公募」について 

9.「大学評価」について 

10.「規程及び規則等」について 

 

第６回 2022年 3月 23日（水）13:00～13:20 国際武道大学1号館会議室（対面及びｵﾝﾗｲﾝ併用会議） 

出席評議員 21名、委任状提出評議員 7名、欠席評議員 1名、出席監事 2名 

議案 

第 1号議案「中期計画」について 

第 2号議案「2022年度事業計画」について 

第 3号議案「2022年度収支予算」について 

第 4号議案 その他 

 

第７回 2022年 3月 23日（水）14:10～14:35 国際武道大学1号館会議室（対面及びｵﾝﾗｲﾝ併用会議） 

出席評議員 21名、委任状提出評議員 7名、欠席評議員 1名、出席監事 2名 

議案 

第 1号議案「理事及び評議員の選任」について 

第 2号議案「役員賠償責任保険の契約更新」について 

第 3号議案「組織の名称変更」について 

第 4号議案 その他 

報告事項 

1.「2021年 2月 24日以降の主な行事等活動と予定」について 

2.「入試」について 

3.「人事」について 

4.「副学長」について 

5.「役職位者」について 

6.「オリンピック・パラリンピック支援課の廃止」について 

7.「溜池（調整池）の契約」について 

8.「新型コロナウイルス感染症における本学の対応」について 

9.「理事及び評議員の選任」について 

10.「規程及び規則等」について 
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③ 常務理事会 

 

常務理事会 （議長） 松前 義昭  理事長 

尾郷 良幸  副理事長 

髙見 令英  常務理事・学長 

松井完太郎  常務理事・副学長・学部長 

岩井 美樹  常務理事 

笠巻 孝嗣  監事 

中村 敏之  監事 

 

第１回 2021年 4月 22日（木）15:00～15:45 国際武道大学1号館会議室（対面及びｵﾝﾗｲﾝ併用会議） 

出席常務理事 5名、出席監事 2名、事務局 2名、書記 2名 

指名出席者 藤田会計課長（入学検定料、学費等の説明） 

審議事項 

1.「2022年度入学検定料、入学金及び学費」について 

2.「名誉客員教授の委嘱」について 

3.「学生食堂の改修」について 

4.「ヨーロッパにおける東海大学との業務委託契約」について 

5.「規程及び規則等｣について 

6.「2021年度役員会等の日程変更」について 

7.「理事会・評議員会の開催」について 

8. その他 

報告事項 

1.「2021年度常務理事会の構成」について 

2.「2021年度入試結果」について 

3.「2020年度進路（就職）決定状況」について 

4.「2021年度奨学金」について 

5.「兼業申請」について 

6.「危機管理対策本部」について 

7.「組織改編に伴う改修工事の進捗」について 

8.「新型コロナウイルス感染症における本学の対応」について 

 

第２回 2021年 5月 13日（木）15:00～16:00 国際武道大学1号館会議室（対面及びｵﾝﾗｲﾝ併用会議） 

出席常務理事 5名、出席監事 2名、事務局 2名、書記 2名 

指名出席者 藤田会計課長（予算、決算等の説明） 

審議事項 

1.「2021年度収支予算の修正」について 

2.「2020年度事業報告」について 

3.「2020年度決算」について 

4.「規程及び規則等」について 

5.「学生食堂の運営補助」について 

6.「理事会・評議員会の開催」について 

7. その他 

報告事項 

1.「組織改編に伴う改修工事の進捗」について 

2.「学生食堂の改修工事の進捗」について 
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第３回 2021年 5月 27日（木）15:40～15:50 国際武道大学1号館会議室（対面及びｵﾝﾗｲﾝ併用会議） 

出席常務理事 5名、出席監事 2名、事務局 2名、書記 2名 

審議事項 

1.「2022年度予算編成の基本方針」について 

2.「理事の競業の承認」について 

3.「2021年度役員会等の日程変更」について 

4.「理事会・評議員会の開催」について 

5. その他 

 

第４回 2021年 6月 18日（木）メール開催 

出席常務理事 5名、出席監事 2名、事務局 2名、書記 2名 

審議事項 

1.「2022年度予算編成の基本方針」について 

2.「理事の競業の承認」について 

3.「規程及び規則等」について 

 

第５回 2021年 9月 2日（木）15:00～15:30 オンライン会議 

出席常務理事 5名、出席監事 2名、事務局 3名、書記 2名 

審議事項 

1.「2021年度収支予算の補正予算（案）」について 

2.「永年勤続者表彰」について 

3.「教員の公募」について 

4. その他 

報告事項 

1.「学生食堂の改修工事の進捗」について 

2.「人事」について 

3.「教員免許状更新講習」について 

4.「9月学位授与式」について 

5.「後援会支部総会・個別面談会」について 

6.「第 38回黒潮祭」について 

7.「千葉県最低賃金改正に伴う学生アルバイト料」について 

8.「新型コロナウイルス感染症における本学の対応」について 

9.「2021年度常務理事会の構成」について 

 

第６回 2021年 10月 7日（木）13:30～13:55 国際武道大学1号館会議室（対面及びｵﾝﾗｲﾝ併用会議） 

出席常務理事 5名、出席監事 2名、事務局 3名、書記 2名 

指名出席者 今関会計課長（資産運用等の説明） 

審議事項 

1.「ヨーロッパ事務所の移転」について 

2. その他 

報告事項 

1.「学生食堂のリニューアルオープン」について 

2.「日本武道館研修センター開設５０周年記念式典」について 

3.「第３８回若潮杯争奪武道大会」について 

4.「後援会支部総会・個別面談会」について 

5.「令和４年度大学入学共通テスト」について 

6.「大学評価」について 
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7.「資産の運用状況」について 

8.「新型コロナウイルス感染症における本学の対応」について 

9.「台風１６号の被害状況」について 

 

第７回 2021年 11月 11日（木）14:55～15:10 国際武道大学1号館会議室（対面及びｵﾝﾗｲﾝ併用会議） 

出席常務理事 5名、出席監事 2名、事務局 3名、書記 2名 

審議事項 

1.「ヨーロッパ事務所の名称」について 

2.「溜池（調整池）の契約」について 

3.「２０２１年度役員会等の日程変更」について 

4. その他 

報告事項 

1.「入試」について 

2.「プロ野球ドラフト会議」について 

3.「２０２１年 年末以降の予定」について 

4.「新型コロナウイルス感染症における本学の対応」について 

 

第８回 2021年 12月 9日（木）12:55～13:10 国際武道大学1号館会議室（対面及びｵﾝﾗｲﾝ併用会議） 

出席常務理事 4名、出席監事 1名、事務局 3名、書記 2名 

審議事項 

1.「学生食堂の運営補助」について 

2.「ヨーロッパオフィスの契約」について 

3.「２０２２年度役員会等の日程」 

4. その他 

報告事項 

1.「入試」について 

2.「新型コロナウイルス感染症における本学の対応」について 

 

第９回 2022年 1月 20日（木）15:00～15:30 オンライン会議 

出席常務理事 5名、出席監事 2名、事務局 3名、書記 2名 

指名出席者 今関会計課長（中期財務計画等の説明） 

審議事項 

1.「2021年度収支予算の補正予算（案）」について 

2.「学校法人国際武道大学 中期財務計画（案）」について 

3.「出退勤管理及び勤務時間」について 

4.「理事会・評議員会の開催」について 

5. その他 

報告事項 

1.「入試」について 

2.「『一般社団法人全国体育ｽﾎﾟー ﾂ系大学協議会』及び『全国体育系大学学長・学部長会』の総会等の会場校」について 

3.「新型コロナウイルス感染症における本学の対応」について 

4.「松前重義博士の野球殿堂入り」について 

5．「教員及び卒業生の活躍」について 
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第１０回 2022年 2月 10日（木）15:00～15:45 オンライン会議 

出席常務理 4名、出席監事 2名、事務局 3名、書記 2名 

指名出席者 今関会計課長（補正予算等の説明） 

審議事項 

1.「寄附行為の変更」について 

2.「学生食堂の運営補助」について 

3.「2021年度収支予算の補正予算（案）」について 

4.「学長人事」について 

5.「規程及び規則等」について 

6.「理事会・評議員会の開催」について 

7. その他 

報告事項 

1.「入試」について 

2.「学位授与式」について 

3.「入学式」について 

4.「新型コロナウイルス感染症における本学の対応」について 

5.「1114教室空調設備の改修」について 

 

第１１回 2022年 3月 10日（木）15:00～15:45 国際武道大学1号館会議室（対面及びｵﾝﾗｲﾝ併用会議） 

出席常務理事 4名、出席監事 2名、事務局 3名、書記 2名 

指名出席者 今関会計課長（学費未納者に対する取り扱い、予算等の説明） 

審議事項 

1.「学生食堂の運営補助」について 

2.「学費未納（滞納）者に対する取り扱い」について 

3.「中期計画」について 

4.「2022年度事業計画」について 

5.「2022年度収支予算」について 

6.「副学長」について 

7.「役職位者」について 

8.「理事及び評議員の選任」について 

9.「役員賠償責任保険の契約更新」について 

10.「組織の名称変更」について 

11.「規程及び規則等」について 

12.「理事会・評議員会の開催」について 

13.「退任する評議員に対する謝礼」について 

報告事項 

1.「入試」について 

2.「人事」について 

3.「オリンピック・パラリンピック支援課の廃止」について 

4.「新型コロナウイルス感染症における本学の対応」について 
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２．役員・評議員等の異動状況 
2021年度学校法人国際武道大学役員・評議員の異動状況は下記のとおりである。 

 

① 理事 

松前 義昭  2020年 4月 1 日 重任 

尾郷 良幸  2020年 4月 1 日 重任 

青木 勝彦  2020年 4月 1 日 重任 

岩井 美樹  2020年 4月 1 日 重任 

髙見 令英  2020年 4月 1 日 重任 

直井 三郎  2020年 4月 1 日 重任 

平山 正剛  2020年 4月 1 日 重任 

蒔田  実  2020年 4月 1 日 重任 

松井完太郎  2020年 4月 1 日 重任 

松前 光紀  2020年 4月 1 日 就任 

森  英介  2020年 4月 1 日 重任 

山下 泰裕  2020年 4月 1 日 重任 

𠮷川 英夫  2021年 3月 23日 就任 

 

② 監事 

笠巻 孝嗣  2020年 4月 1日 重任 

中村 敏之  2020年 4月 1日 就任 

 

③ 評議員 

秋場 信広  2020年 4月 1 日 重任    網代 忠宏  2020年 4月 1 日 就任 

阿部 雅人  2020年 4月 1 日 就任    石原 達朗  2020年 4月 1 日 重任 

岩井 美樹  2020年 4月 1 日 重任    岩切 公治  2020年 4月 1 日 重任 

植芝 守央  2020年 4月 1 日 重任    尾郷 良幸  2020年 4月 1 日 重任 

小野 恭子  2020年 4月 1 日 重任    片山幸太郎  2020年 4月 1 日 重任 

川島 一浩  2020年 4月 1 日 重任    清野 義弘  2020年 4月 1 日 重任 

清宮 正喜  2020年 4月 1 日 重任    栗原 茂夫  2020年 4月 1 日 重任 

髙坂 正治  2020年 4月 1 日 重任    髙見 令英  2020年 4月 1 日 重任 

田中 英壽  2020年 4月 1 日 重任    田中  守  2020年 4月 1 日 重任 

中里 壮也  2020年 4月 1 日 重任    野村 一也  2020年 4月 1 日 重任 

平山 正剛  2020年 4月 1 日 重任    深谷 典昭  2020年 4月 1 日 重任 

増田規一郎  2020年 4月 1 日 重任    松井完太郎  2020年 4月 1 日 重任 

松前 達郎  2020年 4月 1 日 重任    松前 義昭  2020年 4月 1 日 重任 

丸橋 利夫  2020年 4月 1 日 重任    森  英介  2020年 4月 1 日 重任 

𠮷川 英夫  2021年 3月 23日 就任 

  

68



３．規程・規則等の整備状況について 
2021年度の規程・規則等の制定、改正等及び文部科学省への届出は下記のとおりである。 

 

① 学校法人国際武道大学寄附行為の変更 

寄附行為変更の決議 2022年 2月 24日 

文部科学大臣への寄附行為変更届出 2022年 3月 31日 

 

② 規程・規則等の制定（2件） 

規 程 等 名 制 定 日 

学校法人国際武道大学ヨーロッパオフィス規程 2022 年 3 月 23 日 

学校法人国際武道大学資産運用委員会規則 2022 年 3 月 23 日 

 

③ 規程・規則等の改正（24件） 

規 程 等 名 改 正 日 

国際武道大学学則 2021 年 5 月 27 日 

国際武道大学大学院学則 2021 年 5 月 27 日 

国際武道大学特任教員規程 2021 年 5 月 27 日 

国際武道大学ハラスメント対策・防止規程 2021 年 5 月 27 日 

学校法人国際武道大学教職員の育児・介護休業等に関する規則 2021 年 5 月 27 日 

修業年限を超えて在学しようとする場合の学費に関する規則 2021 年 5 月 27 日 

修業年限を超えて大学院に在学しようとする場合の学費に関する規則 2021 年 5 月 27 日 

国際武道大学家計急変者奨学金規則 2021 年 5 月 27 日 

学校法人国際武道大学文書取扱規則 2021 年 7 月 1 日 

国際武道大学学則 2022 年 2 月 24 日 

国際武道大学履修規則 2022 年 2 月 24 日 

学校法人国際武道大学及び国際武道大学管理組織規程 2022 年 3 月 23 日 

学校法人国際武道大学及び国際武道大学管理組織規程施行規則 2022 年 3 月 23 日 

学校法人国際武道大学就業規程 2022 年 3 月 23 日 

学校法人国際武道大学嘱託就業規程 2022 年 3 月 23 日 

学校法人国際武道大学非常勤職員就業規程 2022 年 3 月 23 日 

学校法人国際武道大学教職員給与規程 2022 年 3 月 23 日 

学校法人国際武道大学教職員の育児・介護休業等に関する規則 2022 年 3 月 23 日 

学校法人国際武道大学文書取扱規則 2022 年 3 月 23 日 

学校法人国際武道大学会計規程 2022 年 3 月 23 日 

学校法人国際武道大学資産運用規程 2022 年 3 月 23 日 

修業年限を超えて在学しようとする場合の学費に関する規則 2022 年 3 月 23 日 

修業年限を超えて大学院に在学しようとする場合の学費に関する規則 2022 年 3 月 23 日 

国際武道大学家計急変者奨学金規則 2022 年 3 月 23 日 

 

69



  ④ 規程・規則等の廃止（1件） 

規 程 等 名 廃 止 日 

学校法人国際武道大学ヨーロッパ事務所規程 2022 年 3 月 23 日 

 

  ⑤ 文部科学省への届出（2件） 

規 程 等 名 届 出 日 

国際武道大学大学院学則の改正 

（令和 4年度入学生の学費の追加） 
2022 年 3 月 31 日 

国際武道大学学則の改正 

（令和 4年度入学生の学費等の追加、授業方法の見直しによる「多様

なメディアを高度に利用しての授業の方法」、「メディア授業による

修得可能な単位数の上限（60単位を超えないものとする。）」の新

設、ICT科目「教育の方法及び技術（情報通信技術の活用を含む。）」

の開設、2022カリキュラム改正に伴う別表改正） 

2022 年 3 月 31 日 
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